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１

課
題
と
対
象

近
年
、
企
業
を
単
に
株
主
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
利
害
関
係
者
に
取
り

巻
か
れ
た
存
在
と
捉
え
る
見
解
は
、
企
業
統
治
論
な
ど
に
お
い
て
広
範
な
支
持
を
得

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
株
主
や
従
業
員
に
止
ま
ら
ず
、
債
権
者
や
取
引

先

(

企
業)

、
さ
ら
に
は
政
府
、
生
産
拠
点
等
が
立
地
す
る
地
域
社
会
を
も
含
め
る

議
論
す
ら
あ
る

(

１)

。
し
た
が
っ
て
、
企
業

(

経
営
者)

は
、
こ
れ
ら
の
利
害
関
係
者
に

配
慮
し
な
が
ら
、
効
率
的
に
事
業
を
運
営
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
事

情
に
加
え
て
、
こ
の
論
文
の
対
象
で
あ
る
電
力
業
は
、
時
代
毎
に
差
異
は
あ
る
も
の

の
、
公
益
性
の
観
点
か
ら
政
府
の

(

相
対
的
に)

強
い
監
視
下
に
置
か
れ
、｢

独
占｣

に
伴
う
利
益
を

｢

享
受｣

す
る
と
同
時
に
、｢

公
益
規
制｣

に
よ
り
一
定
の
制
約
を

受
け
て
い
る
。

本
稿
は
、
名
古
屋
市
を
題
材
に
し
て
、�

名
古
屋
電
灯
と
関
西
水
力
電
気
の
合
併

を
中
心
に
地
方
自
治
体
と
議
会
の
関
与
の
実
態
と
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

�

そ
の
前
史
と
し
て
、
右
記
の
合
併
に
先
立
っ
て
名
古
屋
電
灯
が
実
施
し
た
い
く
つ

か
の
ケ
ー
ス
に
も
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。�

の
合
併
は
、
東
邦
電
力
の
成
立
に
あ

た
り
、
一
つ
の
核
を
形
成
す
る
意
味
を
持
っ
た
か
ら
、
先
行
研
究
で
も
た
び
た
び
言

及
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
栗
原
東
洋
は
、
中
京
地
域
に
お
け
る
電
力
経
済
圏
の

成
立
と
発
展
を
描
く
中
で
、
ご
く
簡
単
に
こ
の
合
併
に
触
れ
て
い
る

(

２)

。
橋
本
寿
朗
は
、

｢

道
路
法｣

の
交
付
を
き
っ
か
け
と
し
た
名
古
屋
電
灯
を
め
ぐ
る
政
争
や
同
社
の
経

営
不
振
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
合
併
に
つ
い
て
、｢

三
三
％
の
水
増
し
評
価
を
行
な

い
、
名
古
屋
電
灯
株
主
す
な
わ
ち
名
古
屋
財
界
に
報
い
、
対
立
関
係
を
緩
和
し
よ
う

と
し
た｣

と
の
解
釈
を
提
示
し
た

(

３)

。
橘
川
武
郎
は
、
松
永
安
左
エ
門
と
福
沢
桃
介
と

い
う
二
人
の
電
力
業
経
営
者
を
比
較
し
た
論
文
に
お
い
て
、
福
沢
が
、｢

名
古
屋
電

灯
の
経
営
の
混
乱｣

や
配
電
事
業
の
専
業
化
へ
の
挑
戦
に
よ
り
、
名
古
屋
電
灯
の

｢
経
営
に
対
す
る
熱
意
を
失｣

い
、
関
西
水
力
電
気
と
の
合
併
、
松
永
へ
の
経
営
移

譲
お
よ
び
九
州
電
灯
鉄
道
と
の
合
併
と
い
う

｢

三
つ
の
善
後
策
を
講
じ｣

た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た

(

４)

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
で
強
い
関
与
を
示

し
た
名
古
屋
市
・
同
市
会
の
利
害
と
そ
の
主
張
を
等
閑
視
し
、
合
併
条
件
や
合
併
後

の
収
支
見
通
し
な
ど
に
立
ち
入
っ
た
分
析
を
し
て
い
な
い
。
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他
方
、
本
ケ
ー
ス
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
報
償
契
約
に
関
し
て
は
、
梅
本
哲
世

が
、
大
阪
市
と
大
阪
電
灯
の
間
で
一
九
〇
六
年
に
結
ば
れ
た
報
償
契
約
を
対
象
に
、

そ
の
内
容
と
背
景
、
市
会
で
の
議
論
、
市
に
よ
る
同
社
の
買
収
を
追
跡
し
て
い
る
。

と
同
時
に
、
そ
の
前
史
を
な
す
大
阪
巡
航
合
資
会
社
、
大
阪
瓦
斯
お
よ
び
宇
治
川
電

気

(

一
九
一
二
年)
と
の
報
償
契
約
に
も
検
討
を
加
え
た
上
で
、
報
償
契
約
が

｢

大

阪
電
灯
の
電
灯
供
給
独
占
、
宇
治
川
電
気
の
電
力
供
給
独
占
を
そ
の
法
的
強
制
力
に

よ
っ
て
強
固
に
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た｣

と
評
価
し
た

(

５)

。
し
か
し
な
が
ら
、
名

古
屋
電
灯
と
名
古
屋
市
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
橋
本
寿
朗
が

｢

道
路
法｣

の

公
布
を
契
機
に
し
て
、
電
気
協
会
が

｢
報
償
契
約｣

無
効
の
訴
訟
運
動
を
展
開
し
た

こ
と
に

(

６)

、
ま
た
、
橘
川
武
郎
が

｢

名
古
屋
電
灯
は
、
自
社
に
不
利
な
名
古
屋
市
と
の

報
償
契
約
の
廃
棄
も
し
く
は
改
訂
を
め
ざ
し
て
運
動｣
を
行
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
に

止
ま
る

(

７)

。

以
上
の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
論
文
で
は
、
名
古
屋
電
灯
と
関
西
水
力
電
気

の
ケ
ー
ス
を
主
な
対
象
に
、
両
社
の
合
併
に
関
す
る
名
古
屋
市
会
の
議
論
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
市
会
と
名
古
屋
市
の
利
害
を
抽
出
し
、
彼
ら
が
合
併
に
い
か
な
る
関
与

を
示
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
合
併
過
程
に
お
け
る
利

害
関
係
者
の
主
張
と
行
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
新
た
な
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
、

本
稿
の
主
要
な
課
題
と
な
る
。

史
料
と
し
て
は
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
所
蔵
の

『

本
市
対
東
邦
電
力(

株)

電

気
報
償
契
約
沿
革』

と

『

名
古
屋
電
灯
・
電
鉄
・
瓦
斯
株
式
会
社
に
関
す
る
書
類

(

二
分
冊
の
二)』

と
い
う
二
つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
る
。
前
者
に
は
、
名
古
屋
市
と

名
古
屋
電
灯
の
間
で
結
ば
れ
た
報
償
契
約
、
そ
の
改
訂
状
況
、
名
古
屋
電
灯
が
関
わ
っ

た
合
併
の
仮
契
約
書
、
名
古
屋
市
会
の
議
事
要
録
な
ど
が
丁
寧
に
書
き
写
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
後
者
は
、
名
古
屋
電
灯
、
名
古
屋
電
気
鉄
道
お
よ
び
東
邦
瓦
斯
と
い
っ

た
企
業
の
合
併
仮
契
約
書
や
各
種
認
可
の
承
認
願
な
ど
を
整
理
し
た
フ
ァ
イ
ル
で
あ

る
。２

利
害
関
係
者
と
し
て
の
名
古
屋
市

報
償
契
約
の
概
観

こ
こ
で
は
、
名
古
屋
市
が
一
九
〇
八
年
四
月
二
五
日
に
名
古
屋
電
灯
と
の
間
で
締

結
し
た
報
償
契
約
の
内
容
を
概
観
し
、
利
害
関
係
者
と
し
て
の
市
の
位
置
づ
け
を
行

う
。先

行
研
究
が
言
及
す
る
通
り
、
日
本
で
最
初
の
報
償
契
約
は
、
大
阪
市
と
大
阪
巡

航
合
資
会
社
と
の
間
で
一
九
〇
二
年
一
二
月
二
二
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

電
気
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
大
阪
市
が
〇
六
年
七
月
二
八
日
に
、
大
阪
電
灯

と
報
償
契
約
を
結
ん
で
い
る

(

８)

。

さ
て
、
名
古
屋
市
も
他
の
都
市
と
同
様
に
、
電
気
事
業
者
＝
名
古
屋
電
灯
に
対
し

て
報
償
契
約
の
締
結
を
求
め
、
同
社
の
臨
時
株
主
総
会
の
決
議
を
経
た
一
九
〇
八
年

四
月
二
五
日
、
両
者
の
間
で
そ
の
実
現
を
見
た
。
以
下
に
掲
げ
る
史
料
を
用
い
て
、

小
山
松
寿
市
議
が
、
〇
七
年
一
一
月
一
八
日
の
名
古
屋
市
会
に
報
償
契
約
に
関
す
る

議
案
を
提
出
し
た
狙
い
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

史
料
１

(

９)

何
レ
ノ
都
市
ニ
於
テ
モ
其
土
地
ノ
繁
栄
ヲ
冀
フ
ト
云
フ
事
ハ
当
然
デ
ア
リ
マ

ス
ガ
、
同
時
ニ
財
政
ノ
基
礎
ヲ
確
実
ニ
セ
シ
ム
ル
事
ハ
大
ニ
心
懸
ケ
ネ
バ
ラ
ナ

ヌ
ト
思
フ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
此
處
ニ
於
テ
独
占
的
事
業
ニ
向
ツ
テ
報
償
ヲ
求

ム
ル
案
ヲ
理
事
者
ニ
於
テ
立
テ
ラ
レ
ン
事
ヲ
建
議
シ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
ソ
ノ

目
的
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ヲ
附
言
ス
レ
バ
、
電
燈
會
社
等
ニ
対
シ
テ
ハ
公
共
的
ノ
點
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□
即
チ
道
路
橋
梁
公
園
或
ハ
公
設
便
所
等
電
燈
料
ハ
予
メ
制
限
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
事

デ
ア
リ
マ
ス
、
又
元
来
斯
様
ナ
独
占
的
性
質
ヲ
帯
ベ
ル
事
業
ハ
市
營
ト
シ
テ
市

ノ
財
源
ト
ス
ル
ガ
欧
米
都
市
政
策
ノ
上
ニ
一
定
ノ
議
論
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
、

故
ニ
年
限
ヲ
付
シ
テ
買
上
ゲ
ル
ト
云
フ
モ
條
件
ノ
一
ツ
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
、

茲
ニ
本
市
ノ
発
展
ニ
対
ス
ル
財
源
ト
シ
テ
市
會
ハ
之
ヲ
調
査
シ
タ
イ
ト
思
フ
、

又
三
十
日
間
ヲ
期
シ
テ
本
問
題
ノ
市
會
ニ
附
議
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
マ
ス

(

□
＝
解
読
不
能)

こ
の
史
料
か
ら
は
、
報
償
契
約
の
狙
い
が
、
市
の
財
政
基
盤
の
拡
充
に
あ
っ
た
こ

と
、
料
金
の
制
限
や
将
来
的
な
市
に
よ
る
買
収
＝
市
営
化
を
企
図
し
て
い
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
資
料
上
の
問
題
の
た
め
、
名
古
屋
市
と
名
古
屋
電
灯
の
報
償
契
約
を

め
ぐ
る
交
渉
過
程
は
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。『

名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
史』

で
は
、

｢

本
社
は
快
く
之
に
應
じ
て
同

(

名
古
屋
市
と
の
報
償
＝
引
用
者)

契
約
を
締
結
し
、

之
に
よ
り
本
社
の
營
業
權
を
確
保
す
る
と
共
に
、
課
税
を
受
け
ず
し
て
道
路
を
使
用

す
る
特
典
に
没
す
る
を
有
利
な
り
と
し｣

、
臨
時
株
主
総
会
に
付
議
し
た
と
さ
れ
て

い
る

(

�)

。
た
だ
し
、
名
古
屋
電
灯
が
、
名
古
屋
市
か
ら
の
契
約
締
結
の
要
請
を

｢
快
く｣

受
け
入
れ
た
と
い
う
点
に
は
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
も
、
一
九
〇
八
年
一
月
一
〇

日
の
市
会
に
お
い
て
、
前
出
の
小
山
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
名
古
屋
市
の
理
事
者
が
、
書
面
で
最
後
の
交
渉
に
挑
ん
で
も

｢

會

社
ガ
應
ゼ
ヌ
ト
云
フ
ガ｣

、
仮
に
妥
協
が
成
立
し
な
い
場
合
、
〇
八
年
度
予
算
を
組

む
に
あ
た
っ
て
別
に
財
源
を
求
め
る
必
要
が
生
じ
る
た
め
、｢

電
柱
税
ニ
於
テ
一
本

拾
五
圓
取
ル
、
應
ゼ
ズ
バ
貳
拾
圓
デ
モ
直
ニ
主
務
省
ニ
於
テ
ハ
許
可
ス
ベ
キ
性
質
ノ

モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス｣

と

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
強
硬
論
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
れ

ば
、
名
古
屋
電
灯
は
報
償
契
約
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

名
古
屋
市
と
名
古
屋
電
灯
の
間
で
締
結
さ
れ
た
報
償
契
約
は
、『

東
邦
電
力
史』

に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
一
九
条
に
亘
る
条
文
の
す
べ
て
を
吟
味
す
る
必
要
も

余
裕
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
後
述
の
議
論
に
関
わ
る
範
囲
で
紹
介
す
る
に
止
め
た

い
。
先
ず
、
納
付
金
は
、
各
決
算
期
の
純
益
金
の
四
％
に
相
当
す
る
金
額
に
設
定
さ

れ
、
競
合
相
手
で
あ
る
名
古
屋
電
力
が
電
灯
事
業
の
営
業
を
開
始
し
た
場
合
は
二
・

五
％
に
減
額
す
る
と
し
た

(

第
一
条) (

�)

。
こ
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
市
会
で
異
論
も

出
た
が

(

�)

、
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
次
に
、｢

会
社
ハ
市
ノ
承
認
ヲ
経
ル
ニ

ア
ラ
サ
レ
ハ
他
ノ
会
社
ト
合
併
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス｣

(

第
六
条)

と
い
う
条
文
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
名
古
屋
市
は
、
企
業
の
合
併
行
動
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
が
で

き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
同
市
が
、
名
古
屋
電
灯
の
合
併
に
強
い

関
心
を
向
け
た
の
は
、
下
記
の
条
文
に
起
因
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
契
約
書
の
第

一
八
条
で
は
、
こ
の
報
償
契
約
が
満
期
を
迎
え
た
時
、
両
者
が
協
定
し
た
上
で
、
①

期
限
の
延
長
、
②
新
た
な
契
約
の
締
結
、
③

｢

市
ノ
希
望
ニ
因
リ
会
社
ノ
営
業
及
之

レ
ニ
必
要
ナ
ル
物
件
ノ
全
部
ヲ
市
ニ
買
収
ス
ヘ
キ
コ
ト
ア
ル｣

と
定
め
た
。
そ
し
て
、

③
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
株
式
取
引
所
に
お
け
る
株
価
の
前
三
ヶ
年
平
均
と

｢

前
三

ヵ
年
間
ノ
利
益
配
当
平
均
年
額
ノ
二
十
倍｣

の

｢

標
準
ヲ
平
均
シ
タ
ル
価
格｣

に
基

づ
く
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
条
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
合

併
に
よ
り
純
益
金
、
株
価
お
よ
び
配
当
に
変
動
を
来
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
納
付
金
と

名
古
屋
市
が
買
収
す
る
際
の
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
、
名
古
屋
電
灯
の
合
併
は

同
市
の
金
銭
的
利
害
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
名
古
屋
市

と
市
会
は
、
同
社
の
合
併
を
め
ぐ
っ
て
条
件
な
ど
に
疑
義
を
示
す
の
で
あ
る(

後
述)

。

時
期
は
下
る
が
、
報
償
契
約
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
は
、
後
述
す
る
一
九
一
八
年

の
木
曽
電
気
製
鉄
の
設
立
に
際
し
て
浮
上
し
た
。『

大
阪
朝
日
新
聞』

の
報
道
に
よ

れ
ば
、
名
古
屋
市
側
の
論
者
は
、
名
古
屋
電
灯
が
木
曽
電
気
製
鉄
の
株
主
と
し
て
受
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け
取
っ
た
配
当
金
に
対
し
て
も
、
報
償
契
約
に
基
づ
い
て
報
償
金
を
受
け
取
る
べ
き

で
あ
る
と
し
た
。
他
方
、
名
古
屋
電
灯
は
、
報
奨
金
は
営
業
活
動
、
厳
密
に
言
う
と
、

自
家
発
電
に
よ
り
名
古
屋
市
内
に
電
力
を
供
給
す
る
と
い
う
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
純

益
金
に
対
し
て
課
す
も
の
で
あ
り
、
所
有
株
式
に
よ
る
収
入
に
ま
で
契
約
は
及
ば
な

い
、
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
見
解
を
紹
介
し
た
上
で
、
こ
の
記
事
は
、
名

古
屋
市
が

｢

将
来
万
全
の
策
を
執
ら
ん
と
欲
せ
ば
須
ら
く
此
機
会
に
於
て
報
償
契
約

の
改
訂
を
会
社
に
要
求
し
適
当
な
る
契
約
を
締
結
し
て
将
来
の
安
固
を
計
る
べ
し｣

と
報
じ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
対
立
の
芽
を
孕
み
な
が
ら
、
名
古
屋
電
灯
は
、
合
併
の
承
認
申
請
を

行
い
、
名
古
屋
市
は
そ
の
諾
否
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

３

名
古
屋
電
灯
の
企
業
合
併
と
名
古
屋
市

前
史

本
節
で
は
、
関
西
水
力
電
気
と
の
合
併
に
先
立
っ
て
、
名
古
屋
電
灯
が
一
九
二
〇

年
代
初
頭
に
実
施
し
た
い
く
つ
か
の
合
併
を
取
り
上
げ
、
名
古
屋
市
が
承
認
に
際
し

て
い
か
な
る
点
に
関
心
を
向
け
た
の
か
を
確
認
す
る
。
具
体
的
な
被
合
併
企
業
は
一

宮
電
気
、
岐
阜
電
気
、
豊
橋
電
気
、
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
お
よ
び
美
濃
電
化
肥

料
の
六
社
で
あ
る
。
予
め
断
っ
て
お
け
ば
、
こ
れ
ら
の
合
併
に
関
し
て
、
市
会
が
ど

の
よ
う
な
議
論
を
行
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
た
め
、
そ
の
点
の
検
討
は
、

次
節
の
関
西
水
力
電
気
の
ケ
ー
ス
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
合
併
は
い
ず
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
さ
れ
た
。

こ
こ
で
ス
ム
ー
ズ
と
は
、
関
西
水
力
電
気
の
ケ
ー
ス
と
比
較
し
て
、
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
併
の
①
申
請
、
②
承
認
の
議
案
提
出
、
③
市
会
で
議
案
可
決

の
日
付
を
見
る
と
、
一
宮
電
気
�
①
一
九
二
〇
年
一
月
七
日
、
②
同
年
二
月
四
日
、

③
同
年
二
月
二
〇
日
、
岐
阜
電
気
�
①
一
九
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
、
②
同
年
一
二

月
二
〇
日
、
③
同
年
一
二
月
二
三
日
、
豊
橋
電
気
�
①
一
九
二
一
年
一
月
七
日
、
②

同
年
一
月
一
七
日
、
③
同
年
二
月
五
日
、
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
お
よ
び
美
濃
電

化
肥
料
�
①
不
明
、
②
一
九
二
一
年
六
月
一
日
、
③
同
年
七
月
九
日
と
な
る
。
合
併

の
承
認
申
請
か
ら
市
会
で
可
決
さ
れ
る
ま
で
約
一
ヶ
月
、
岐
阜
電
気
の
ケ
ー
ス
は
わ

ず
か
五
日
間
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、｢

本
市
ニ
利
害
ノ
影
響
ヲ
蒙
ル
コ
ト

ナ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル｣

(

一
宮
電
気)

、｢

支
障
ナ
シ
ト
認
ム
ル｣

(

岐
阜
電
気)

、｢

之

ヲ
調
査
ス
ル
ニ
支
障
ナ
シ
ト
認
ム
ル｣

(

豊
橋
電
気)

、｢

別
ニ
支
障
ナ
シ
ト
認
メ｣

(

板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
、
美
濃
電
化
肥
料)

た
こ
と
を
挙
げ
て
い
た

(

�)

。
で
は
、

こ
こ
で

｢

本
市
ニ
利
害
ノ
影
響｣

や

｢

之
ヲ
調
査｣

と
い
っ
た
記
載
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。
も
っ
と
も
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
お
よ
び
美
濃
電

化
肥
料
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

�

合
併
の
承
認
の
根
拠

名
古
屋
市
は
、
合
併
の
承
認
に
際
し
、
そ
の
根
拠
を
示
す

｢

説
明
書｣

と

｢

計
算

書｣

を
作
成
し
て
い
た
。
加
え
て
、『

電
気
報
償
契
約
沿
革』

に
は
、
ご
く
簡
単
な

市
会
議
事
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
用
い
な
が
ら
、
市
の
利
害
を
探
っ

て
い
く
。

名
古
屋
電
灯
と
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
お
よ
び
美
濃
電
化
肥
料
と
の
合
併
に
関

し
て
、
名
古
屋
市
は

｢

直
接
ニ
最
多
ク
利
害
ヲ
感
ス
ル｣

点
を
三
つ
挙
げ
る
。
具
体

的
に
は
、
①

｢

合
併
ニ
ヨ
リ
、
名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
ノ
収
益
率
ニ
変
動
ヲ
來
シ
、

現
在
ノ
収
益
ニ
悪
影
響
ヲ
來
ス
コ
ト
ナ
キ
ヤ｣

、
②

｢

名
古
屋
市
及
其
附
近
ニ
對
ス

ル
電
力
供
給
ノ
前
途
ニ
對
シ
、
悪
影
響
ナ
キ
ヤ
否
ヤ｣

、
③

｢

名
古
屋
市
カ
買
収
ヲ

要
望
ス
ル
場
合
ニ
支
障
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
、
否
ヤ｣

で
あ
る
。
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先
ず
、
①
の
合
併
後
の
収
益
に
関
し
て
は
、｢

決
シ
テ
悪
影
響
ヲ
來
ス
コ
ト
ナ
キ

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
却
テ
相
當
ノ
好
影
響
ヲ
來
ス
モ
ノ
ナ
リ｣

と
好
意
的
な
評
価
を
下
し

た
。
そ
の
論
拠
は
、
名
古
屋
電
灯
と
三
社
合
計
の
払
込
資
本
金
を
比
べ
る
と
一
対
〇
・

六
に

｢

過
キ
ス｣
、
後
三
社
の
払
込
資
本
金
利
益
率
は
三
四
％
に
も
達
す
る
か
ら
、

｢

極
メ
テ
安
全
ニ
見｣
て
も
二
三
％
超
の

｢

利
廻
リ
ト
ナ
ル
見
込｣

み
と
な
る
点
に

あ
る
。
次
い
で
、
②
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
は
、
被
合
併
企
業
三
社
の
電
力
は
豊
富

で
あ
り
、｢

目
下
相
當
ノ
餘
剰
電
力
ヲ
有
シ
、
却
テ
名
古
屋
地
方
ヘ
逆
送
ノ
必
要
ニ

迫
ラ
レ
居
ル
ノ
實
情
ニ
在｣

る
た
め
、
名
古
屋
市
と
そ
の
付
近
の
電
力
需
要
を
充
た

す
上
で

｢

何
等
支
障
ナ
キ
ヲ
確
信
ス｣
る
と
し
た
。
最
後
に
、
③
に
関
し
て
、
被
合

併
企
業
三
社
の
資
産
と
収
支
計
算
は
、
名
古
屋
市
と
そ
の
隣
接
町
村
の
そ
れ
と
区
別

し
て
算
出
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
合
併
に
よ
り
新
た
な
供
給
区
域
が
追
加
さ
れ
た
と

し
て
も
、｢

名
古
屋
市
ノ
事
業
買
収
ノ
場
合
ニ
際
シ
何
等
支
障
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
信
ス｣

る
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
合
併
が

｢
名
古
屋
市
ニ
對
シ
何

等
悪
結
果
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
信
ズ｣

と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る

(
�)

。

付
言
す
れ
ば
、
上
記
の
三
四
％
と
い
う
利
益
率
は
、
次
の
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
九
二
〇
年
下
期
の
板
取
川
電
気
と
尾
北
電
気
の
純
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
万
九
六
一
六
円
と
三
万
八
五
七
二
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
数
値
に

｢

合
併
ニ
因
ル

節
約
金
及
ヒ
自
然
増
収
等
ヲ
加
ヘ｣

る
と
、
半
期
で
八
万
八
八
五
五
円
と
八
万
四
〇

八
円
、｢

極
メ
テ
安
全
ニ
見｣

た
場
合
で
も
五
万
五
七
三
五
円
と
五
万
六
九
八
八
円

の
純
益
金
を
計
上
で
き
る
。
他
方
、
美
濃
電
化
肥
料
は
、
白
谷
発
電
所

(

公
称
出
力

一
五
〇
〇
��)

を
有
し
、
炭
化
石
灰
を
生
産
し
て
い
る
が

｢

見
ル
ヘ
キ
ノ
利
益
ナ｣

い
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
設
備
を
名
古
屋
電
灯
が
利
用
す
れ
ば
、
純
益
は
五

万
九
四
六
四
円
、｢

極
メ
テ
安
全
ニ
見｣

て
も
四
万
四
二
八
九
円
に
上
る
と
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
、
三
社
合
計
で
そ
れ
ぞ
れ
二
二
万
八
七
二
七
円
と
一
五
万
七
〇
一

二
円
も
の
純
益
を
半
期
で
計
上
、
対
払
込
金
利
益
率
は
三
四
％
と
二
三
％
に
達
し
、

そ
れ
は
名
古
屋
電
灯
の
一
七
％
を
凌
駕
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
算
出
過
程
の
詳
細
は

不
明
な
が
ら
も
、
名
古
屋
市
は
こ
の
合
併
が

｢

毫
モ
損
失
ヲ
與
フ
ル
ノ
恐
ナ
キ
ハ
勿

論
却
テ
多
大
ノ
利
益
ヲ
増
進
セ
シ
ム
ル
モ
ノ｣

と
見
做
し
て
承
認
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

と
こ
ろ
で
、『

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド』

は
当
初
、
豊
橋
電
気
と
尾
北
電
気
の
ケ
ー
ス
に

関
し
て
、
名
古
屋
電
灯
と
の
合
併
に
よ
り

｢

電
力
の
相
互
経
済
的
融
通
も
で
き
る
上
、

一
面
営
業
費
、
雑
費
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ざ
る
節
約
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
今

後
当
社

(

名
古
屋
電
灯
＝
引
用
者)

が
一
割
四
分
配
当
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
も
、

両
社
合
併
に
よ
っ
て
新
た
な
る
負
担
が
加
重
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

(

�)｣

と
報
じ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
上
述
の
五
件
の
合
併
の
う
ち
三
件
が
相
手
企
業
の

｢

評
価
増
を
認
め｣

た
上
で
実
施
さ
れ
た
点
に
疑
問
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る

(

�)

。
ま
た
、

『

東
洋
経
済
新
報』

も
、
名
古
屋
電
灯
の
後
身
で
あ
る
東
邦
電
力
の
収
益
性
を
低
迷

さ
せ
た
要
因
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
被
合
併
企
業
が

｢

概
し
て
、
利
益
率
の
低
い
状
態

に
あ
っ
た｣

こ
と
挙
げ
て
い
た

(

�)

。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
妥
当
で
あ
っ
た
か

否
か
。
合
併
比
率
の
分
析
を
通
し
て
接
近
し
て
み
た
い
。
算
出
方
法
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
の
利
用
可
能
性
に
鑑
み
、
①
収
益
還
元
方
式
、
②
純
資
産
方
式
、
③
平
均
法

(

収

益
還
元
方
式
と
純
資
産
方
式
の
平
均
値)

を
採
用
す
る

(

�)

。
将
来
の
予
想
利
益
と
し
て

合
併

｢

直
前｣

の
年
度
の
利
益
金

(

�)

、
資
本
還
元
率
は
東
京
組
合
銀
行
定
期
金
利

(

一

ヶ
年)

を
用
い
た
。
た
だ
、『

営
業
報
告
書』

を
利
用
で
き
ず
、『

電
気
事
業
要
覧』

の
数
値
を
使
っ
た
ケ
ー
ス

(

一
宮
電
気
、
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気)

、
後
者
の
資

料
に
す
ら
記
載
の
な
い
ケ
ー
ス

(

美
濃
電
化
肥
料)

が
あ
る
な
ど
の
限
界
を
持
つ
こ

と

(

	)

、
記
述
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
条
件
を
受
け
入
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は

検
討
を
加
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。
以
下
で
は
、
名
古
屋
電
灯
が

被
合
併
企
業
に
有
利
な
条
件
で
合
併
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
絞
っ
て
議
論
を
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進
め
る
。

表
１
に
は
、
実
際
の
合
併
比
率
と
各
社
の
一

株
当
た
り
の
企
業
価
値
、
前
記
の
方
法
で
算
出

し
た
計
測
値
な
ど
を
掲
げ
て
あ
る
。
こ
の
表
か

ら
は
第
一
に
、
名
古
屋
電
灯
を
上
回
る
企
業
価

値
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
社
に
不
利
な

条
件
で
合
併
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
確
認
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
一
宮
電
気
の
場
合
、
実
際
の
合
併

比
率
は
一
�
〇
・
六
七
だ
が
、
一
株
当
た
り
株

式
評
価
額
は
一
九
六
・
二
円
、
一
株
当
た
り
純

資
産
は
五
五
・
三
円
と
な
り
、
そ
れ
に
基
づ
く

合
併
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
�
二
・
〇
三
と
一
�

一
・
五
九
、
平
均
法
で
は
一
�
一
・
九
一
で
あ
る

(

�)

。
ま
た
、
豊
橋
電
気
に
つ
い
て
は
、

実
際
の
一
�
〇
・
六
六
と
い
う
合
併
比
率
に
対
し
、
平
均
法
で
測
っ
た
数
値
は
一
�

一
・
三
八
と
な
り
、
同
じ
く
、
尾
北
電
気
も
そ
れ
ぞ
れ
一
�
〇
・
九
五
と
一
�
一
・

四
四
と
い
っ
た
具
合
に
小
さ
く
な
い
差
が
生
じ
た
。
そ
の
一
方
で
、
岐
阜
電
気
や
板

取
川
電
気
の
よ
う
に
、
被
合
併
企
業
に
有
利
な
条
件
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
前

者
は
、
実
際
の
合
併
比
率
は
一
�
一
・
三
八
だ
が
、
平
均
法
に
よ
る
計
測
値
は
一
�

一
・
一
一
、
後
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
�
一
・
〇
三
と
一
�
〇
・
八
四
と
な
っ
た
。
名

古
屋
電
灯
が
、
そ
う
し
た
条
件
を
受
け
入
れ
た
理
由
は
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
こ

の
二
社
の
持
つ
経
営
資
源
の
有
用
性
を
加
味
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

(

後
述)

。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
名
古
屋
電
灯
が
有
利
な
条
件
で
合
併
に
臨
ん
だ
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
か
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
そ
う
し
た
点
に
、
名
古
屋
市
会
が
、
こ
れ
ら
の

合
併
を
特
に
問
題
視
せ
ず
に
認
可
し
た
理
由
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

�

電
気
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

こ
こ
で
は
、
先
に
触
れ
た
電
力
供
給
に
対
す
る
合
併
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
検
討
す
る

が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
一
九
一
九
時
点
の
名
古
屋
電
灯
の
主
た
る
電
気
供
給
シ
ス

テ
ム
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

名
古
屋
電
灯
は
、
長
良
川
発
電
所

(

出
力
四
二
〇
〇
��)

の
電
力
を
、
三
〇
��
送

電
線
で
名
古
屋
市
内
の
児
玉
変
電
所
に
送
る
一
方
、
八
百
津
発
電
所

(

出
力
七
五
〇

〇
��)

の
そ
れ
は
六
〇
��
送
電
線
を
用
い
て
名
古
屋
市
内
の
荻
野
変
電
所
に
送
電
し

て
い
た
。
同
社
は
、
こ
れ
ら
の
変
電
所
で
一
万
一
〇
〇
〇
Ｖ
に
降
圧
し
た
後
、
名
古

屋
市
内
に
あ
る
南
武
平
町
、
横
田
町
、
水
主
町
の
各
変
電
所
の
間
を
送
電
線
で
緊
密

に
連
系
し
な
が
ら
、
名
古
屋
市
と
そ
の
周
辺
に
電
気
を
供
給
し
て
い
た

(

�)

。
他
方
、
巴

川
発
電
所

(
出
力
七
五
〇
��)

で
作
っ
た
電
力
は
、
二
〇
��
送
電
線
で
知
多
方
面
へ

と
送
電
さ
れ
た
。
上
記
の
変
電
所
の
中
で
、
と
く
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
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表１ 名古屋電灯の被合併企業の企業価値と合併
比率の計測結果

資料) 名古屋電灯株式会社 『営業報告書』 1919年５月
期・11月期､ 1920年５月期・11月期､ 岐阜電気株
式会社 『営業報告書』 1920年５月期・11月期､ 豊
橋電気株式会社 『営業報告書』 1920年６月期・12
月期､ 関西水力電気株式会社 『営業報告書』 1920
年９月期・1921年３月期､ 逓信省 『電気事業要覧』
各年版｡

注) １. (ａ) 欄は１株当たり株式評価額とそれに基
づく計測値､ (ｂ) 欄は１株当り純資産とそれ
に基づく計測値､ (ｃ) 欄は両方の平均値と平
均法による計測値を示す｡

２. 1919年と1920年の名古屋電灯の１株当たり収
益還元価値はそれぞれ96�6円と105�4円､ 同様
に､ １株当たり純資産は34�8円と37�3円､ 平均
値は65�7円と71�4円である｡

３. 企業名の下の欄は合併期日､ その下には実際
の合併比率が記載してある｡

４. 純資産からは未払込株金を差し引いた｡
５. データの入手ができなかった美濃電化肥料は
除いた｡

企 業 名 円 計測値
一宮電気 (ａ) 196�2 １：2�03

(1920年５月) (ｂ) 55�3 １：1�59
(１：0�67) (ｃ) 125�8 １：1�91

岐阜電気 (ａ) 90�8 １：0�94
(1921年２月) (ｂ) 55�4 １：1�59

(１：1�38) (ｃ) 73�1 １：1�11
豊橋電気 (ａ) 148�7 １：1�41

(1921年４月) (ｂ) 48�9 １：1�31
(１：0�66) (ｃ) 98�8 １：1�38

板取川電気 (ａ) 73�5 １：0�76
(1921年８月) (ｂ) 37�4 １：1�07

(１：1�03) (ｃ) 55�5 １：0�84
尾北電気 (ａ) 141�0 １：1�46

(1921年８月) (ｂ) 47�9 １：1�38
(１：0�95) (ｃ) 94�4 １：1�44

関西水力電気 (ａ) 84�9 １：0�81
(1921年10月) (ｂ) 42�2 １：1�13

(１：0�75) (ｃ) 63�6 １：0�89



児
玉
変
電
所
と
萩
野
変
電
所
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
変
電
所
は
、
名
古
屋
電
灯
が
有

す
る
水
力
発
電
所
の
主
な
受
電
地
点
で
あ
る
と
同
時
に
、｢

系
統
の
各
変
電
所
に
対

す
る
電
力
配
給
上
の
要
所｣

で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
変
電
所
は
一
〇
��

送
電
線
で
連
系
さ
れ
、
長
良
川
と
八
百
津
の
両
発
電
所
の
併
行
運
転
を
可
能
に
し
て

い
た

(

�)

。
既
述
の
通
り
、
名
古
屋
電
灯
は
一
九
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
一
宮
電
気
を

は
じ
め
、
岐
阜
電
気
、
豊
橋
電
気
、
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
お
よ
び
美
濃
電
化
肥

料
を
相
次
い
で
合
併
し
た
。

こ
れ
ら
の
被
合
併
企
業
の
特
徴
と
し
て
先
ず
、
多
く
の
電
灯
需
要
を
抱
え
て
い
た

点
を
指
摘
で
き
る
。
電
灯
取
付
数
を
見
る
と
、
豊
橋
電
気
七
〇
万
燭
光
弱
、
岐
阜
電

気
五
三
万
五
二
三
四
燭
光
、
一
宮
電
気
三
〇
万
燭
光
弱
が
と
く
に
目
立
ち
、
一
〇
万

燭
光
を
下
回
る
企
業
は
な
い

(

表
２)

。
そ
の
結
果
、
名
古
屋
電
灯
は
電
灯
取
付
数

を
一
九
一
九
年
一
一
月
期
の
三
三
万
四
〇
七
六
個
か
ら
二
一
年
五
月
期
に
は
六
六
万

四
八
八
個
へ
と
二
倍
近
く
増
加
さ
せ
た

(

�)

。
そ
れ
に
対
し
て
、
供
給
区
域
は
、
名
古
屋

電
灯
が
す
で
に
進
出
し
て
い
た
愛
知
県
と
岐
阜
県
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
岐
阜
電
気
や
板
取
川
電
気
、
尾
北
電
気
の
合
併
は
、
そ
れ
ま
で
岐
阜
市
と
稲
葉

郡

(

一
村)

に
止
ま
っ
て
い
た
、
岐
阜
県
内
の
供
給
区
域
の
拡
大
に
寄
与
し
た
と
言

え
る

(

表
２)

。

次
い
で
、
被
合
併
企
業
が
、
名
古
屋
電
灯
か
ら
電
力
供
給
を
受
け
て
い
た
点
に
も

注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
名
古
屋
電
灯
は
一
宮
電
気
、
岐
阜
電
気
、
尾
北
電
気
お

よ
び
知
多
電
気
に
そ
れ
ぞ
れ
電
力
を
供
給
し
て
い
た
。
ま
た
、
尾
北
電
気
と
板
取
川

電
気
の
間
の
電
力
相
互
融
通
、
板
取
川
電
気
に
よ
る
美
濃
電
化
肥
料
の
電
力
購
入
な

ど
被
合
併
企
業
間
に
も
電
力
の
取
引
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
被
合
併

企
業
各
社
が
す
で
に
受
電
設
備
を
備
え
、
直
接
／
間
接
の
形
で
名
古
屋
電
灯
と
連
系

し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る

(

�)

。
逆

か
ら
見
れ
ば
、
一
連
の
合
併
は
、

必
ず
し
も
名
古
屋
電
灯
の
発
電
力

の
強
化
に
は
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ

に
は
、
福
沢
桃
介
社
長
の

｢

名
古

屋
電
灯
は
配
電
事
業
を
専
業
す
る

こ
と
と
し
て
、
水
力
発
電
事
業
な

ら
び
に
製
鉄
事
業
は
分
離
し
て
別

会
社
木
曾
電
気
製
鉄
を
創
立
し
、

水
力
電
源
の
開
発
お
よ
び
卸
売
供

給
事
業
に
専
念
さ
せ
る

(

�)｣

と
い
う

構
想
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の

合
併
が
、
名
古
屋
電
灯
の
電
気
供

給
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
に
寄
与
し
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
一
宮
電
気
の
合
併
は
、
綿
業

地
帯
の
中
心
地
で
あ
る
一
宮
地
方

に
向
け
て
、
長
良
川
送
電
線
よ
り

分
岐
し
、
小
木
変
電
所
を
経
な
が

ら
一
宮
変
電
所
へ
と
三
〇
��
送
電

線
を
用
い
て
電
力
を
送
る
体
制
の

整
備
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
名
古
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表２ 名古屋電灯の被合併企業の発電力と供給区域・供給先企業

資料) 逓信省電気局 『電気事業要覧』 1920年版・1921年版､ 東邦電力史編纂委員会 『東邦電力史』 東邦電力史刊行
会､ 1962年｡

注) １. データが異なる場合は､ 社史の記述を優先した｡
２. 電気需要量の電灯の単位は燭光､ 同じく電力は馬力､ 電気装置は��である｡

企業名
水 力
発電所

未落成
(内数)

火 力
発電所

未落成
(内数) 受電 不定時

(内数)
供給区域・
供給先企業 電気需要量

基 �� 基数 �� 基 �� 基数 �� 社 �� 社 �� 県 市 町村 社 電灯 電力 電気装置
一 宮 電 気 1 600 1 15 297�235 1�192 11
岐 阜 電 気 3 2�950 1 1�800 2 1�300 1 2 71 1 699�423 2�079 18�943
豊 橋 電 気 2 1�250 3 1�020 1 500 2 1 25 3 535�234 884 65
板 取 川 電 気 2 600 1 187 2 328 1 89 1 31 162�388 317 12
尾 北 電 気 2 195 1 35 2 270 2 25 107�393 213
美濃電化肥料 1 1�500
関西水力電気 6 2�726 2 950 2 1�800 2 600 2 1�160 1 760 2 1 80



屋
電
灯
は
、
岐
阜
電
気
の
合
併
に
よ
っ
て
、
河
合
や
小
宮
神
、
春
日
の
各
発
電
所
を

獲
得
し
、
粕
川
水
系
の
電
力
を
、
岐
阜
西
送
電
線
と
大
垣
線
を
介
し
て
、
春
日
発
電

所
と
小
熊
野
変
電
所

(

岐
阜
電
気)

・
古
川
変
電
所
の
間
を
そ
れ
ぞ
れ
連
系
さ
せ
、

長
良
川
送
電
線

(
三
〇
��)

か
ら
分
岐
す
る
岐
阜
東
送
電
線
で
鶴
田
町
変
電
所

(

岐

阜
電
気)

に
送
電
す
る
な
ど
、
岐
阜
方
面
の
送
電
網
を
整
え
た

(

�)

。
さ
ら
に
、
豊
橋
方

面
へ
は
長
篠
、
布
里
、
横
川
の
三
発
電
所

(

い
ず
れ
も
豊
橋
電
気)

の
出
力
総
計
最

大
二
〇
五
〇
��
を
以
っ
て
、
下
地
変
電
所
に
送
電
し

(

三
〇
��)

、
そ
こ
で
三
〇
〇

〇
Ｖ
に
逓
降
し
た
上
で
配
電
さ
れ
た

(
�)
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
名
古
屋
電
灯
に
よ
る
企
業
合
併
は
、

供
給
区
域
の
拡
張
を
促
す
一
方
、
発
電
力
の
増
強
に
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち

得
な
か
っ
た
、
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
電
力
業
の
企
業
合
併
は
、
被
合
併
企
業
の

持
つ
経
営
資
源

(

設
備
、
需
要
な
ど)

に
よ
っ
て
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
化
さ
せ

る
。
そ
う
し
た
点
に
、
名
古
屋
市
が
、
名
古
屋
電
灯
の
電
力
供
給
に
関
心
を
払
っ
た

理
由
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

４

合
併
を
め
ぐ
る
名
古
屋
市
の
利
害
と
論
議

�

名
古
屋
市
と
名
古
屋
電
灯
の
見
解

名
古
屋
電
灯
は
一
九
二
一
年
四
月
二
八
日
、
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、
関
西
水
力

電
気
に
合
併
し
て
解
散
す
る
件
を
可
決
、
二
日
後
の
三
〇
日
に

｢

承
認
願｣

を
名
古

屋
市
長
・
佐
藤
考
三
郎
に
提
出
し
た
。
そ
こ
に
添
付
さ
れ
た

｢

合
併
仮
契
約
書｣

で

は
、�

関
西
水
力
電
気
を
存
続
会
社
、
名
古
屋
電
灯
を
解
散
会
社
と
す
る(

第
一
条)

、

�

合
併
比
率
は
名
古
屋
電
灯
の
三
株
に
対
し
て
関
西
水
力
電
気
を
四
株
と
す
る

(

第

二
条)

、�

合
併
後
の
社
名
と
本
社
所
在
地
は

｢

適
当
ニ
之
ヲ
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス｣

(

第
三
条)

、�

名
古
屋
電
灯
は
、
関
西
水
力
電
気
の
株
主

(

一
九
二
一
年
六
月
一
日

現
在)

に
対
し
合
併
記
念
品
贈
呈
用
と
し
て
四
七
万
一
五
〇
〇
円
、
同
じ
く
退
職
す

る
取
締
役
、
監
査
役
お
よ
び
支
配
人
に
対
し
退
職
慰
労
金
と
し
て
一
八
万
円
、
従
業

員
に
対
し
恩
給
・
慰
労
金
と
し
て
五
万
円
を
支
出
す
る

(

第
六
条)

、�

関
西
水
力

電
気
は
、
名
古
屋
電
灯
の
従
業
員
に
対
し
恩
給
・
慰
労
金
と
し
て
三
万
円
を
支
出
す

る

(

第
七
条)

な
ど
の
条
件
を
設
定
し
て
い
た

(

�)

。

こ
の
合
併
条
件
に
対
し
て
、
名
古
屋
市
が
い
か
な
る
見
解
を
示
し
た
の
か
は
資
料

上
の
制
約
に
よ
り
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
。
た
だ
、｢

名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
ト
関
西

水
力
電
氣
株
式
會
社
ノ
合
併
承
認
ノ
件｣

に
添
付
さ
れ
た

｢

調
書｣

か
ら
は
、
市
側

が
、
①

｢

合
併
ニ
ヨ
リ
収
益
ニ
変
動
ヲ
來
ス
コ
ト
ナ
キ
ヤ｣

、
②

｢

名
古
屋
市
其
附

近
ニ
對
ス
ル
電
力
供
給
ノ
前
途
ニ
對
シ
悪
影
響
ナ
キ
ヤ｣

、
③

｢

市
ニ
於
テ
買
収
ス

ル
場
合
ニ
於
ケ
ル
支
障
ノ
有
無｣

、
④

｢

合
併
ト
報
償
契
約
ト
ノ
関
係｣

の
四
点
に

関
心
を
払
っ
た
こ
と
を
窺
え
る
。
こ
の
う
ち
①
〜
③
は
前
節
で
見
た

｢

説
明
書｣

の

設
問
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
②
と
③
に
つ
い
て
は
、｢

會
社
ノ
説
明
ヲ
是
認
ス｣

と
あ
り
、
名
古
屋
電
灯
側
の
説
明
は
不
明
だ
が
、
市
と
し
て
は
特
に
問
題
視
し
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
④
も
報
償
契
約
は
合
併
後
の
存
続
会
社
に
継
承
さ
れ
る
も

の
と
し
て

｢

支
障
ナ
シ｣

と
看
做
し
て
い
る

(

�)

。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
①
の
合
併
後
の
収
益
性
に
関
し
て
、
名
古
屋
市
側
が

懸
念
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
第
一
に
、
合
併
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
(

二
万
円)

、｢

自
然
増
収｣

お
よ
び
大
同
電
力
か
ら
の
受
電
に
伴
う

｢

電
力
費｣

の
節
減
を
期
待
で
き
る
た
め
、｢

収
益
ニ
悪
影
響
ナ
キ
モ
ノ
ト
認｣

め
ら
れ
る
が
、

｢

収
益
ニ
著
シ
キ
増
額
ナ
キ
限
リ
収
益
率
ノ
低
下
ハ
免
ル
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ｣

と
し

た
。
第
二
に
、
合
併
後
に
払
込
資
本
金
は
一
〇
〇
六
万
円
の
増
額
を
見
る
か
ら
、
配

当
率
を
合
併
前
と
同
水
準
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
一
四
〇
万
円
以
上
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の
｢

増
収｣

が
必
要
と
な
る
が
、｢

到
底
斯
ク
ノ
如
キ
増
収
ハ
想
像
シ
得｣

な
い
と

述
べ
る
。
つ
ま
り
、
名
古
屋
市
は
、
こ
の
合
併
が

｢

収
益
ニ
何
等
悪
果
ヲ
及
ボ
ス
モ

ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
払
込
ニ
對
ス
ル
収
益
歩
合
ニ
於
テ
ハ
若
干
低
下
ス
ヘ
キ
モ
ノ｣

と

考
え
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
う
し
た
収
益
性
の
悪
化
が
、｢

報
償
契
約
ニ
依
ル

納
付
金
ニ
如
何
ナ
ル
関
係
ヲ
及
ホ
ス｣

か
と
い
う
点
に
言
及
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

点
に
つ
い
て
、
報
償
契
約
は
、
合
併
後
の
存
続
会
社
に
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

名
古
屋
市
及
び
そ
の
付
近
の
地
区
と
そ
れ
以
外
の
地
区
を

｢

截
然｣

と
区
分
し
、
前

者
の
収
支
に
変
動
が
な
け
れ
ば
、
納
付
金
に
は

｢

何
等
影
響｣

は
な
い
と
見
做
し
た

の
で
あ
る

(

�)

。

他
方
、
名
古
屋
電
灯
も
、
関
西
水
力
電
気
と
の
合
併
に
伴
っ
て
収
益
が
悪
化
す
る

こ
と
は
な
い
と
主
張
し
た
が
、
収
益
率
な
ど
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

史
料
２

(

�)

關
西
水
力
電
氣
株
式
會
社
ト
ノ
合
併
ニ
ヨ
リ
資
本
ハ
著
シ
ク
増
大
ス
ル
ヲ
以

テ
其
利
益
ノ
右
増
加
後
ノ
資
本
ニ
對
ス
ル
割
合
カ
克
ク
今
日
ト
同
率
ナ
ル
ヲ
得

ル
ヤ
ハ
之
ヲ
保
シ
難
ク
従
テ
配
當
モ
亦
今
日
ト
同
率
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル

ヤ
疑
ハ
シ
ク
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
寧
ロ
一
般
ニ
斯
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
配
當
率
ノ
低
下

ス
ル
ヲ
常
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
候
ヘ
ハ
當
會
社
ノ
ミ
獨
リ
資
本
増
加
後
ニ
於
テ
モ
尚

同
率
ノ
配
當
ヲ
爲
シ
得
ヘ
シ
ト
聲
明
ス
ル
ハ
到
底
克
ク
爲
シ
得
ル
處
ニ
無
之
候

従
テ
資
本
増
加
後
ノ
株
價
ノ
如
キ
モ
今
日
ト
同
價
ヲ
維
持
シ
得
ヘ
シ
ト
ハ
信
シ

難
ク
普
通
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
ト
同
様
幾
分
ノ
低
下
ハ
到
底
免
レ
難
キ
義
ト
存
候

こ
の
史
料
か
ら
は
、
名
古
屋
電
灯
が
合
併
後
に
、
利
益
率
や
配
当
率
、
株
価
の
低

下
を
免
れ
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
一
般
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
様
子
を
窺
え
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
的
な
名
古
屋
市
に
よ
る
買
収
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
名
古
屋
市
以
外
の
地
域
に
お
い

て

｢

非
常
ノ
好
成
績
ヲ
擧
ク
ル｣

よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
株
価
が
上

昇
し
た
場
合
、
そ
れ
に
基
づ
く
買
収
価
格
の
算
出
は
、
名
古
屋
市
に

｢

累
ヲ
及
ホ
ス｣

こ
と
も
あ
る
か
ら
、｢

專
ラ
名
古
屋
市
ニ
於
ケ
ル
營
業
ノ
成
績
ヲ
標
準
ト
シ
偶
然
ノ

事
情
ニ
ヨ
リ
テ
高
低
ヲ
生
ス
ル
株
價
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
度
外
ニ
置
ク
ヲ
妥
當
ト
ス
へ
ク

此
點
ニ
付
テ
當
會
社
ハ
毫
モ
異
議
ヲ
挟
マ
サ
ル
次
第｣

で
あ
る
と

(

�)

。
名
古
屋
電
灯
は
、

市
側
が
重
視
す
る
指
標

(

株
価)

に
よ
っ
て
買
収
価
格
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗

を
示
し
た
の
で
あ
る
。

�

名
古
屋
市
会
に
お
け
る
論
議

一
九
二
一
年
九
月
二
〇
日
、
名
古
屋
市
会
は
、
第
一
二
八
号
議
案

｢

名
古
屋
電
灯

株
式
会
社
と
関
西
水
力
電
気
株
式
会
社
合
併
承
認
の
件｣

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し

た

(

�)

。
山
崎
林
太
郎
・
名
古
屋
市
助
役
は
こ
の
議
案
の
提
出
に
際
し
て
、｢

合
併
ノ
結

果
ノ
利
害
如
何
ト
云
フ
コ
ト
ハ
深
ク
考
慮
ヲ
シ
マ
シ
タ
ガ
、
前
例
モ
ア
ル
コ
ト
ヽ
テ

原
案
ヲ
至
当
ト
認
メ
テ
本
會
ニ
提
出
シ
タ
次
第｣

と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

合
併
に
対
し
て
は
、
市
の
利
害
を
背
景
と
す
る
様
々
な
異
論
が
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
合
併
方
法
と
そ
の
条
件
に
関
わ
る
異
論
で
あ
っ
て
、
資
本
金
額
で
大
き

く
優
る
名
古
屋
電
灯
が
解
散
会
社
と
な
り
、
関
西
水
力
電
気
が
存
続
会
社
と
な
る
点
、

そ
し
て
前
者
三
株
対
後
者
四
株
と
い
う
合
併
比
率
に
向
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
大

岩
勇
夫
市
議
は
そ
う
い
う
条
件
だ
か
ら

｢

唯
今
ム
ツ
カ
シ
イ
ワ
ケ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、

名
古
屋
電
燈
ヲ
存
續
シ
テ
関
水
四
株
ニ
対
シ
テ
三
株
ヤ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
レ
バ
議

論
ハ
ナ
イ｣

と
発
言
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
山
崎
助
役
は
、｢

會
社
ハ
夫
々
法
定
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ノ
手
続
ヲ
経
テ
決
定
シ
テ
申
請
シ
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
別
段
ニ
其
内
情
等
ハ
ド
ウ
カ
ト

云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
聞
キ
マ
セ
ヌ｣

と
応
じ
た
が
、
的
を
射
た
返
答
に
は
な
っ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
岩
市
議
は
、
手
続
の
適
正
性
を
問
題
に
し
た
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
点
に
関
連
し
て
、
報
償
契
約
や
名
古
屋
電
灯
が
他
社
と
結
ん
だ
契
約

の
合
併
後
の
効
力
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
名
古
屋
市
は
、｢

報
償
契
約
ヲ
合
併
後

ノ
会
社
ニ
承
継
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ヲ
承
認
ス｣

と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、

青
井
恒
次
郎
市
議
は
、
こ
の
承
継
に
つ
い
て

｢

覚
書｣

が
交
わ
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
を

｢

取
ラ
レ
ル
ガ
至
当
ト
思
フ｣

と
発
言
し
た
。
し
か
し
、
山
崎
助

役
は
、
合
併
の
承
認
と
条
件
の
付
与
に
つ
い
て
、｢

市
当
然
ノ
権
利
ヲ
會
社
ニ
向
イ

テ
強
制
シ
得
ル
モ
ノ
ト
認
メ｣

な
が
ら
も
、
承
諾
書
よ
り
も
市
会
の
決
定
の
方
が

｢

重
キ
ヲ
ナ
ス
ト｣

と
し
て
覚
書
の
交
付
に
は
踏
み
込
ん
だ
返
答
を
与
え
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
の
異
論
は
、｢

報
償
契
約
ニ
據
ツ
テ
買
収
セ
ラ
ル
ヽ
場
合
ニ
於
テ
市
ノ

不
利
益
ト
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ｣

と
い
う
点
に
あ
り
、
合
併
に
伴
う
株
価
の
変
動
に
も

関
連
し
て
い
た
。
資
料
的
な
制
約
か
ら
、
市
会
で
は
、
磯
貝
浩
が
、
以
下
の
よ
う
な

一
般
的
な
見
解
を
主
張
し
た
こ
と
し
か
確
認
で
き
な
い
。

史
料
３

(

�)

夫
レ
故
ニ
會
社
ヲ
買
収
ス
ル
ト
イ
ウ
モ
ノ
ハ
何
デ
買
収
ス
ル
カ
ト
云
ヘ
バ
株

ノ
価
格
ヤ
配
当
ニ
據
ル
ベ
キ
モ
ノ
デ
ナ
イ
、
此
處
ハ
報
償
契
約
ヲ
改
正
ス
ベ
キ

モ
ノ
タ
ト
思
フ
、
実
質
ニ
依
ツ
テ
買
ハ
ナ
ケ
レ
バ
買
イ
被
リ
ヲ
シ
タ
ト
キ
ニ
ハ

ド
ウ
致
シ
マ
ス
、
名
古
屋
ト
云
フ
区
域
内
ニ
於
ケ
ル
収
入
ガ
幾
ラ
擧
ツ
テ
費
用

ガ
幾
ラ
掛
ル
是
カ
ラ
幾
ラ
ノ
利
益
ガ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
実
質
ノ
算
盤
ヲ
以
テ

始
メ
テ
價
格
ガ
表
ハ
レ
テ
来
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
株
ノ
價
格
ニ
重
キ
ヲ
置
ク
ト
カ
、

配
当
ト
カ
云
フ
コ
ト
ガ
将
来
ノ
標
準
ニ
ア
ル
道
理
ハ
ナ
イ
、
ド
ウ
シ
テ
モ
會
社

全
部
ヲ
買
フ
ト
云
フ
ナ
ラ
バ
或
ハ
サ
ウ
云
フ
迷
ヒ
モ
起
キ
マ
セ
ウ
ガ
、
買
ヒ
得

ベ
キ
区
域
ガ
限
定
セ
ラ
レ
テ
、
ソ
コ
ダ
ケ
建
設
費
及
ビ
収
入
其
状
態
ニ
據
ツ
テ

始
メ
テ
算
盤
ヲ
持
ツ
ベ
キ
モ
ノ
テ
ア
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
此
点
ハ
双
方
ニ
於
テ

協
議
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
デ
価
格
ハ
其
時
ノ
事
業
ノ
実
際
ノ
状
況
ニ
依
ツ
テ
割

出
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ
賣
買
ノ
原
則
デ
ア
ル

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
磯
貝
が
、
買
収
価
格
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
報
償
契
約

の
第
一
八
条
に
掲
げ
ら
れ
る
株
価
等
で
は
な
く
、
実
際
の
資
産
価
値
と
収
益
を
基
準

に
す
る
べ
き
で
あ
り
、
条
文
の
変
更
の
必
要
性
す
ら
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
看
取
で

き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
議
論
は
そ
れ
以
上
深
ま
る
こ
と
な
く
、
名
古
屋
電
灯
と
関
西

水
力
電
気
の
合
併
が
、
市
に
よ
る
買
収
に
際
し
不
利
益
と
な
る
か
否
か
と
い
う
点
は
、

委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(

�)

。
こ
の
委
員
会
で
の
や
り
取
り
は
判

然
と
し
な
い
が
、
検
討
の
結
果
は
、
一
九
二
一
年
九
月
二
九
日
の
市
会
の
席
で
、
加

藤
重
三
郎
委
員
長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
論
は
、｢

如
何
ニ
研
究
致
シ
テ

見
マ
シ
テ
モ

(

中
略)

、
買
収
ノ
時
ニ
ハ
市
ニ
不
利
益
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
見
出

ス
コ
ト
ガ
出
来｣

ず
、｢

何
ン
ダ
カ
判
ラ
ヌ
ガ
不
利
益
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ト
云
フ

コ
ト
デ
承
認
ヲ
与
ヘ
ヌ
ト
云
フ
譯
ニ
ハ
参｣

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
委
員
会
は
、
無
条
件
で
承
認
を
与
え
て
も
よ
い
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

｢

後
日
合
併
ノ
為
ニ
如
何
ナ
ル
不
利
益
ガ
来
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
實
ハ
其
点
ニ
付
テ
ハ
相

当
ニ
市
ノ
為
メ
ニ
用
意
シ
テ
置
ク
必
要
ガ
ア
ル｣

と
い
う
点
で
は
、
意
見
の
一
致
を

見
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
条
件
は
、『

東
邦
電
力
史』

も
触
れ
て
お

り
、
引
用
し
て
お
け
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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｢
�

名
古
屋
市
と
名
古
屋
電
灯
と
の
間
に
現
存
す
る
報
償
契
約
を
合
併
後
の

会
社
に
承
継
せ
し
め
る
こ
と
。

�
市
が
後
日
契
約
に
基
づ
き
買
収
の
際
、
若
し
こ
の
合
併
に
よ
り
株
式
の

増
加
し
た
た
め
買
収
価
額
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
市
の
不
利
益
と
な
る

部
分
は
価
額
中
か
ら
控
除
す
る
こ
と
、

�

会
社
が
先
に
木
曽
電
気
興
業
株
式
会
社
に
水
利
権
譲
渡
の
際
、
電
力
使

用
に
付
い
て
保
留
し
た
優
先
権
は
、
合
併
後
の
会
社
に
お
い
て
も
依
然
之
を
留

保
し
、
本
市
が
事
業
を
買
収
す
る
と
き
は
そ
の
区
域
内
に
必
要
な
部
分
を
市
に

承
継
せ
し
む
る
こ
と

(

�)

。｣

右
記
の
条
件
は
、
一
九
二
一
年
九
月
三
〇
日
付
で
名
古
屋
電
灯
に
対
し
て
告
知
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、�

に
関
連
し
て
、
合
併
後
の
株
数
の
増
加
に
伴
う

配
当
率
の
低
下
を
背
景
に
、
同
社
が
料
金
の
引
上
げ
を
申
し
出
た
時
に
は
許
可
し
な

い
と
い
う
こ
と
を

｢

此
際
合
併
ノ
承
認
ヲ
与
ヘ
ル
條
件
ニ
附
加
シ
テ
ハ
ド
ウ
カ｣

と

の
議
論
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
料
金
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
市
が
認
可
権
を
有
し
て

い
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
条
件
に

｢

附
加
ス
ル
ニ
モ
及
ビ
マ
セ
ヌ｣

と
い
う
結
論
で
落

ち
着
い
た

(

�)

。
他
方
、�

に
関
し
て
は
、
若
干
の
補
足
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。
名
古
屋

電
灯
は
一
八
年
九
月
、
製
鉄
部
を
独
立
さ
せ
、
名
古
屋
市
南
郊
の
工
場
施
設
を
現
物

出
資
す
る
形
で
木
曽
電
気
製
鉄
を
設
立
し
た

(

一
九
年
、
木
曽
電
気
興
業
と
改
称)
。

そ
の
際
、
現
物
出
資
に
は
電
気
製
鉄
事
業
の
ほ
か
、
木
曽
川
・
矢
作
川
水
系
の
水
利

権
と
串
原
仮
発
電
所

(

二
〇
〇
〇
��)

、
建
設
中
の
長
良
川
・
八
百
津
両
発
電
所
が

含
ま
れ
て
い
た

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
て
、
委
員
会
は
、｢

凡
ソ
電
気
事
業
ガ
発
電
所
ヲ
持

タ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
電
気
事
業
ヲ
営
ム
上
ニ
於
キ
マ
シ
テ
非
常
ナ
不
利
益
ナ
コ
ト

デ
ア
リ
マ
ス
、
既
ニ
電
気
事
業
ヲ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
水
利
権
或
ハ
発
電
所
ト
云
フ

モ
ノ
ヲ
手
ニ
持
ツ
テ
居
ナ
ケ
レ
バ
安
全
デ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
当
然
ノ
事
デ
ア
リ｣

、

そ
の
譲
渡
を

｢

甚
ダ
遺
憾
ナ
事｣

と
考
え
た
の
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ

い
て
、�

の
条
件
が
付
さ
れ
た
と
言
え
る
。

こ
の
三
つ
の
条
件
に
関
し
て
、
時
期
は
若
干
下
る
が
、
関
西
電
気

(

�)

の
伊
丹
彌
太
郎

社
長
は
一
九
二
二
年
二
月
に
以
下
の
よ
う
な

｢

御
伺｣

を
名
古
屋
市
長
代
理
・
山
崎

林
太
郎
助
役
宛
に
提
出
し
た
。

史
料
４

(

�)

一
、
第
壹
號
ハ
商
法
第
貳
百
貳
拾
五
條
及
第
八
拾
貳
條
ニ
ヨ
リ
承
繼
シ
タ
ル
權

利
義
務
ノ
一
部
ト
承
知
シ
然
ル
ヘ
キ
ヤ
従
テ
貴
市
ト
ノ
間
ノ
報
償
契
約
ニ
關

ス
ル
現
在
ノ
關
係
ヲ
合
併
後
ノ
會
社
ニ
承
繼
セ
シ
ム
ル
意
ニ
解
シ
可
然
哉

二
、
第
貳
號
ハ
意
義
不
明
瞭
ナ
ル
ニ
付
詳
細
ニ
御
説
明
ノ
上
意
義
御
確
定
相
煩

度
三
、
第
參
號
ハ
優
先
權
ノ
承
繼
ニ
有
之
單
純
ナ
ル
債
權
ノ
讓
渡
ト
ハ
同
一
視
ス

ル
ヲ
得
ス
シ
テ
料
金
支
拂
其
他
ノ
義
務
ヲ
負
擔
シ
テ
優
先
ニ
電
力
ヲ
受
ク
ヘ

キ
與
約
ニ
有
之
候
ヘ
ハ
弊
社
ノ
承
諾
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
讓
渡
ノ
効
力
相
生
セ
ス
ト

被
存
候
カ
御
見
解
如
何
哉

こ
の
史
料
か
ら
は
、
関
西
電
気
が
、
報
償
契
約
の
承
継
に
は
異
論
が
な
い
も
の
の
、

買
収
価
格
の
一
部
控
除
に
関
し
て
は

｢

意
義
不
明
瞭｣

、
電
力
使
用
の
優
先
権
は
、

供
給
先
企
業
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
効
力
は
生
じ
な
い
と
し
て
異
議
を
唱
え
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
山
崎
市
長
代
理
は
一
九
二
二
年
三
月
三
〇
日
、
以
下
の

よ
う
な

｢
回
答｣

を
関
西
電
気
に
送
っ
た
。
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史
料
５

(

�)

一
、
貴
社
ト
本
市
ト
ノ
間
ニ
存
ス
ル
報
償
契
約
ヲ
合
併
後
ノ
會
社
ニ
承
継
セ
シ

ム
ル
義
ニ
有
之

二
、
他
ノ
正
当
ナ
ル
事
由
、
例
之
會
社
ノ
事
業
擴
張
収
益
増
加
等
ノ
為
配
当
率

ノ
増
加
並
株
價
ノ
昂
上
等
ノ
場
合
ヲ
除
キ
單
ニ
株
数
ヲ
増
シ
タ
ル
原
因
ノ
為

ニ
合
併
前
ナ
レ
ハ
三
株
ノ
計
算
ニ
上
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
四
株
ト
シ
テ
計
算
ス
ル

ニ
至
リ
買
収
價
格
ヲ
多
カ
ラ
シ
ム
ル
カ
如
キ
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
増
株
ニ
伴
フ

金
額
ヲ
除
外
ス
ル
ノ
意
ニ
有
之

三
、
單
純
ナ
ル
貴
社
ノ
承
諾
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
電
力
供
給
會
社
ニ
対
シ
テ
ハ
何
等
ノ

拘
束
力
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
ト
被
存
候
モ
、
右
ハ
要
ス
ル
ニ
貴
社
ト
相

手
會
社
ト
ノ
関
係
ニ
有
之
、
本
市
ハ
貴
社
ノ
承
諾
カ
相
手
會
社
ヲ
拘
束
シ
本

市
ニ
買
収
ノ
場
合
ニ
於
テ
其
区
域
内
ニ
必
要
ナ
ル
部
分
ニ
対
ス
ル
優
先
権
ヲ

承
継
シ
タ
キ
義
ニ
有
之

名
古
屋
市
は
、
収
益
の
向
上
に
伴
う
配
当
や
株
価
の
上
昇
に
よ
り
、
買
収
価
格
が

上
が
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
合
併
比
率
の
影
響
に
よ
る
そ
う
し

た
事
態
の
発
生
を
懸
念
す
る
と
と
も
に
、
電
力
使
用
の
優
先
権
に
つ
い
て
も
改
め
て

承
継
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
身
の
関
西
電
気
が
こ
の
説
明
に
も
完
全
に

納
得
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
九
二
二
年
五
月
一
九
日
の

｢

御
回
答｣

と
い
う
史
料

か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

史
料
６

(

�)

一
、
貴
市
ト
弊
社
ト
ノ
間
ニ
存
ス
ル
報
償
契
約
ヲ
合
併
後
ノ
会
社
ニ
繼
承
セ
シ

ム
ル
儀
ト
ノ
御
來
示
ノ
趣
敬
承
仕
候
然
ル
處
本
件
ニ
關
シ
テ
ハ
従
來
貴
市
ハ

一
部
無
効
ノ
見
解
ヲ
有
セ
ラ
レ
弊
社
ハ
全
部
無
効
ノ
見
解
ヲ
有
シ
双
方
ノ
意

見
一
致
セ
サ
ル
モ
兎
ニ
角
協
定
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
大
正
九
年
貳
月
拾
八
日

附
ヲ
以
テ
右
協
定
ニ
着
手
ス
ヘ
キ
覺
書
御
交
換
相
願
候
次
第
モ
有
之
自
然
此

等
ノ
行
懸
ヲ
全
部
繼
承
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
御
請
申
上
候

二
、
會
社
ノ
正
當
ナ
ル
事
由
ニ
ヨ
ル
場
合
ヲ
除
キ
單
ニ
株
數
ヲ
増
シ
タ
ル
爲
買

収
價
格
ヲ
多
カ
ラ
シ
ム
ル
カ
如
キ
場
合
ニ
ハ
其
増
株
ニ
伴
フ
金
額
ヲ
除
外
ス

ル
ノ
義
ト
ノ
御
來
示
ニ
候
處
右
様
ナ
原
因
ナ
ク
シ
テ
單
ニ
株
數
ヲ
増
加
セ
ル

場
合
ニ
ハ
其
市
價
ハ
当
然
増
加
セ
ル
株
數
ニ
比
例
シ
テ
低
落
可
致
候
間
自
然

買
収
價
格
ヲ
多
カ
ラ
シ
ム
ル
カ
如
キ
場
合
ハ
絶
對
ニ
無
之
殊
ニ
弊
社
ハ
其
後

數
會
社
ヲ
合
併
シ
テ
株
式
數
モ
増
加
シ
市
價
モ
時
々
變
動
致
居
リ
今
後
亦
幾

多
ノ
變
化
有
之
ヘ
ク
候
間
後
日
ニ
到
リ
遡
ツ
テ
累
年
ノ
錯
綜
セ
ル
原
因
ヲ
闡

明
シ
テ
其
所
謂

｢

増
株
ニ
伴
フ
金
額｣

ナ
ル
モ
ノ
ヲ
発
見
ス
ル
コ
ト
ハ
絶
体

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ニ
不
可
能
事
ニ
屬
ス
ル
コ
ト
ヽ
被
存
候
モ
御
來
示
ニ
由
リ
實
際
ノ
適
用
ナ
キ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

モ
ノ
ト
シ
テ
御
請
申
上
候

三
、
御
希
望
ノ
趣
敬
承
致
候

(

傍
点
＝
引
用
者)

こ
の
史
料
は
先
ず
、
電
力
使
用
の
優
先
権
に
関
し
て
、
上
述
の
名
古
屋
電
灯
の
承

諾
が
取
引
先
相
手
を
拘
束
す
る
と
い
う
点
に
は
理
解
を
見
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
関

西
電
気
は
、
先
の

｢

御
伺｣

で
は
特
に
触
れ
な
か
っ
た
、
報
償
契
約
の

｢

無
効｣

の

訴
え
を
持
ち
出
し
、
そ
う
し
た

｢

行
懸｣

を
も
含
め
た
継
承
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
加
え
て
、
傍
点
の
箇
所
に
あ
る
通
り
、
株
価
の
変
動
要
因
と
し
て
、
市
が
主
張

す
る
部
分
、
つ
ま
り
増
株
に
伴
う
金
額
の
み
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
認

識
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
関
西
電
気
の
主
張
は
、
附
帯
条
件
に

反
映
さ
れ
ず
、
委
員
会
の
修
正
意
見
が
、
そ
の
ま
ま
合
併
の
承
認
条
件
と
し
て
使
わ
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れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
認
可
主
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
利
害
を
少
な
か

ら
ず
反
映
さ
せ
る
形
で
、
合
併
条
件
が
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

�

合
併
比
率
の
計
測
と
合
併
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
名
古
屋
市
は
、
関
西
水
力
電
気
と
の
合
併
が
名
古
屋
電

灯
の
収
益
性
の
悪
化
を
招
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
メ
デ
ィ
ア
も
ま
た
、
こ
の
合

併
が
巨
額
の

｢

評
価
益
を
拵
え
た｣

点
を
問
題
視
し
て
い
た

(

�)

。
そ
こ
で
、
合
併
比
率

の
計
測
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
評
価
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
合
併
後
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
察
し
て
み
た
い
。

表
１
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
度
の
関
西
水
力
電
気
の
一
株
当
た
り
株
式
評
価
額

は
八
四
・
九
円
、
一
株
当
た
り
純
資
産
は
四
二
・
四
円
で
あ
り
、
名
古
屋
電
灯
は
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
五
・
三
円
と
三
七
・
三
円
で
あ
る
。
こ
の
数
値
か
ら
算
出
さ
れ
る
合
併

比
率
は
、
収
益
還
元
法
で
一
�
〇
・
八
一
、
純
資
産
法
で
一
�
一
・
一
三
、
平
均
法

で
は
一
�
〇
・
八
九
と
な
り
、
実
際
の
一
�
〇
・
七
五
と
比
較
し
た
場
合
、
名
古
屋

電
灯
に
有
利
な
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
関
西
水
力
電
気
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
電
気
需
要
の
拡
大
と
い
う
経
営
環
境
の
下
で
、｢

経
費
の
高
騰
を
招
き
、

財
務
的
こ
と
に
資
金
面
で
は
苦
境
に
立｣

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
名
古
屋
電

灯
は
、
同
社
の
経
営
陣
と
そ
の
利
害
関
係
者
に
対
し
、
合
併
記
念
品
贈
呈
用(

株
主)
、

退
職
慰
労
金

(

取
締
役
、
監
査
役
、
支
配
人)

お
よ
び
恩
給
・
慰
労
金

(

従
業
員)

の
合
計
七
〇
万
一
五
〇
〇
円
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
分
を
加

味
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
合
併
比
率
の
分
析
結
果
は
、
資
金
難
に
悩
む
関
西
水
力
電

気
と
の
合
併
に
際
し
て
、
名
古
屋
電
灯
は
必
ず
し
も
甘
い
と
は
言
え
な
い
態
度
で
臨

ん
だ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

で
は
、
名
古
屋
電
灯
に
よ
る
一
連
の
合
併
は
、
同
社
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
い
な

か
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
。
先
ず
、
収
益
性
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
一
九
一
九

年
一
一
月
期
か
ら
二
〇
年
五
月
期
に
か
け
て
五
・
四
％
か
ら
三
・
一
％
へ
と
顕
著
な

落
ち
込
み
を
見
せ
た
も
の
の
、
二
一
年
五
月
期
に
は
五
・
四
％
へ
と
回
復
し
、
二
二

年
四
月
に
再
び
三
・
七
％
へ
と
低
下
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｅ
を
指
標
に
と
っ
て
も
同
様
の
傾

向
を
読
み
取
れ
る

(

表
３)

。
他
方
、
負
債
構
成
を
見
る
と
、
外
部
負
債
比
率
は
一

九
年
一
一
月
の
二
〇
・
五
％
か
ら
二
一
年
五
月
期
に
九
・
八
％
ま
で
下
が
っ
た
後
、

二
二
年
四
月
期
に
は
一
六
・
二
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る

(

表
３)

。
し
た
が
っ
て
、

初
期
の
合
併
は
、
収
益
性
の
悪
化
を
引
き
起
こ
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
短
期
的
に

見
れ
ば
、
二
一
年
八
月
以
降
の
合
併
は
、
名
古
屋
電
灯
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
負
の

作
用
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
高
い

(

�)

。
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
名
古
屋
電
灯
が
、

関
西
水
力
電
気
と
の
合
併
に
よ
る
収
益
性
の
低
下
を
事
前
に
予
測
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
前
述
の
通
り
、
同
社
は
、
資
本
の
増
加
に
伴
い
、
利
益
率

(

と
株
価
と
配
当

率)

が
落
ち
込
む
こ
と
は

一
般
的
な
現
象
で
あ
り
、

自
社
も
そ
の
例
外
で
は
な

い
、
と
主
張
し
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
古

屋
電
灯
が
、
こ
の
合
併
に

突
き
進
ん
だ
背
景
に
は
、

先
行
研
究
の
指
摘
す
る
福

沢
桃
介
の
電
気
事
業
に
対

す
る
考
え
方
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る

(

�)

。
そ
の
点
に
加

え
て
、
名
古
屋
電
灯
が
、
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表３ 名古屋電灯のパフォーマンス

資料) 名古屋電灯株式会社 『営業報告書』 各期､ 関西
電気株式会社 『営業報告書』 1921年10月期・
1922年４月期､ 東邦電力株式会社 『営業報告書』
1922年10月期｡

注) １. 利益金は償却金を除いた数値である｡
２. ���は払込資本金利益率である｡

��� ��� 外部負債 総資産
年 月 ％ ％ 千円 ％ 千円
1919 ５ 4�3 7�0 3�500 15�8 22�107

11 5�4 8�2 5�000 20�5 24�362
1920 ５ 3�1 6�3 5�300 12�4 42�746

11 4�1 8�7 6�200 14�0 44�238
1921 ５ 5�4 11�0 5�780 9�8 58�809

10 3�9 8�0 14�162 15�5 91�416
1922 ４ 3�7 6�7 27�841 16�2 172�270

10 3�1 5�7 31�434 17�2 182�544



関
西
水
力
電
気
と
の
合
併
を
通
じ
て
、
奈
良
県
を
中
心
と
す
る
関
西
地
方
に
供
給
区

域
を
広
げ
、
同
時
に
、
上
狛
発
電
所

(

一
二
〇
〇
��)

を
は
じ
め
と
す
る
五
ヶ
所
の

水
力
発
電
所

(
う
ち
二
ヶ
所
は
未
落
成)

と
、
二
ヶ
所
の
火
力
発
電
所
を
京
都
と
奈

良
に
確
保
す
る
と
い
う
戦
略
的
な
狙
い
を
持
っ
て
い
た
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

５

結

語

以
上
、
名
古
屋
市
を
対
象
に
し
て
、
名
古
屋
電
灯
の
合
併
行
動
に
対
す
る
地
方
自

治
体
と
議
会
の
関
与
の
実
態
を
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
冒
頭
の
課
題
に
即
し
て

分
析
結
果
を
ま
と
め
、
若
干
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
こ
と
で
結
び
と

し
た
い
。

名
古
屋
市
は
、
名
古
屋
電
灯
と
報
償
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
合
併
に
関
す
る

許
認
可
権
を
手
に
入
れ
、
同
社
の
合
併
行
動
に
強
い
利
害
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
収
益

(

率)

や
名
古
屋
市
と
そ
の
近
隣
地
域
へ
の
電
力
供
給
に
対
す

る
悪
影
響
、
名
古
屋
市
に
よ
る
買
収
に
際
し
て
の
支
障
の
有
無
で
あ
る
。
名
古
屋
市

は
、
初
期
の
小
規
模
な
合
併
に
関
し
て
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
を
与
え
る
一
方
、

関
西
水
力
電
気
の
ケ
ー
ス
で
は
、
市
会
が
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
そ
こ
で
は
、
こ

の
合
併
に
対
す
る
様
々
な
懸
念
、
と
く
に
、
名
古
屋
電
灯
が
解
散
会
社
と
な
る
こ
と
、

合
併
比
率
、
合
併
後
の
収
益
性
の
悪
化
な
ど
の
諸
点
に
疑
義
が
挟
ま
れ
た
。
そ
の
結

果
、
名
古
屋
電
灯
と
関
西
水
力
電
気
の
合
併
は
、
前
者
が
数
度
に
亘
っ
て
異
論
を
唱

え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
①
合
併
後
の
企
業
に
報
償
契
約
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
、
②

市
が
買
収
す
る
際
に
、
合
併
に
伴
う
株
式
の
増
加
に
よ
り
買
収
価
額
が
上
昇
し
た
部

分
を
控
除
す
る
こ
と
、
③
合
併
後
の
企
業
に
木
曽
電
気
興
業
か
ら
の
電
力
使
用
の
優

先
権
を
留
保
さ
せ
る
こ
と
、
の
三
つ
を
内
容
と
す
る
附
帯
条
件
を
課
し
た
上
で
、
漸

く
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
可
主
体
で
あ
る
地
方
自
治
体
・
議
会
の
関
与
は
、
企
業
合
併
に
い

か
な
る
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
関
与
が
、
合
併

条
件
の
著
し
い
不
公
正
に
伴
い
、
合
併
後
の
収
益
性
が
悪
化
す
る
と
い
う
問
題
を
緩

和
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
議
論
は
、
報
償
契
約
の
相
手
で

あ
る
名
古
屋
電
灯
に
と
っ
て
、
と
い
う
限
定
を
付
し
た
上
で
成
り
立
つ
に
過
ぎ
な
い

点
で
限
界
を
孕
む
。
言
い
換
え
れ
ば
、
被
合
併
企
業
の
側
、
た
と
え
ば
そ
の
株
主
に

と
っ
て
の
公
正
性
を
担
保
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
電
力
業
に
お
い
て
、
政
府

が
、
合
併
の
認
可
プ
ロ
セ
ス
で
、
電
力
企
業
に
対
し

｢

合
併
ノ
事
由
及
合
併
方
法
並

ニ
条
件｣

の
み
な
ら
ず
、｢

合
併
比
率
算
定
ノ
基
礎
ニ
關
ス
ル
説
明
書｣

を
も
添
付

資
料
と
し
て
提
出
さ
せ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
た
時

(

�)

、
特
定
の
地
域
に
強

い
利
害
を
有
す
る
地
方
自
治
体
・
市
会
と
は
異
な
る
も
の
の
、｢

政
府｣

の
関
与
が
、

合
併
比
率
の
公
正
性
の
維
持
に
寄
与
し
た
可
能
性
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
試
論
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
実
証
研
究
の
積
み
重
ね
が
必
要
で

あ
る
が
、
今
は
一
つ
の
試
論
と
し
て
提
起
し
た
い
。

【

付
記】

史
料
の
収
集
に
際
し
て
は
、
名
古
屋
市
市
政
資
料
館
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(

若
手
研
究

(

Ｂ))
｢

戦
間
期
・
戦
時
期
日
本
に

お
け
る
企
業
合
併
・
買
収
の
歴
史
研
究｣

(

研
究
課
題
番
号；

20730232)

に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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注

(

１)

た
と
え
ば
、
日
本
で
は
、
株
主
と
従
業
員
だ
け
で
は
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
債
権

者
、｢

地
域
社
会
や

(

よ
り
広
い)

社
会
、
政
府
と
い
っ
た
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
、

経
営
者
が
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る｣

と
す
る
議
論
が
あ
る
。
た

だ
、
こ
の
研
究
は
、｢
最
も
重
要
な
の
は
株
主
と
従
業
員
で
あ
る｣

と
し
て
、
他
の
利

害
関
係
者
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

(

田
中
一
弘

｢

企
業
は
誰
の
も

の
か

経
営
、
支
配
、
統
治
の
三
側
面

｣

伊
藤
秀
史
・
沼
上
幹
・
田
中
一
弘
・

軽
部
大
編

『

現
代
の
経
営
理
論』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
二
七
〇
�
二
七
四
頁)

。

ま
た
、
日
本
企
業
を

｢

関
係
の
束｣

と
し
て
捉
え
る
見
解
も
複
数
の
利
害
関
係
者
を
視

野
に
入
れ
た
議
論
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
青
木
昌
彦

『

日
本
企
業
の
組
織

と
情
報』

東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
九
年
、
第
六
章
、
青
木
昌
彦
／
ヒ
ュ
ー
・
パ
ト

リ
ッ
ク
／
ポ
ー
ル
・
シ
ェ
ア
ー
ド

｢

関
係
の
束
と
し
て
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム｣

伊
丹
敬
之
・
藤
本
隆
宏
・
岡
崎
哲
二
・
伊
藤
秀
史
・
沼
上
幹
編
『

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

日
本
の
企
業
シ
ス
テ
ム

第
二
巻

企
業
と
ガ
バ
ナ
ン
ス』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
な

ど
を
参
照
。
本
稿
で
は
、
地
方
自
治
体
と
市
会
と
い
う

｢

政
府｣
、
そ
の
背
後
に
控
え

る
電
力
供
給
先
と
し
て
の

｢

地
域
社
会｣

に
注
目
す
る
。

(

２)

具
体
的
に
は
、｢

主
と
し
て
奈
良
県
下
に
地
盤
を
も
つ
関
西
水
力
電
気

(
明
治
三
八

年
一
一
月
設
立)

と
合
併
し
て
関
西
電
気
と
名
称
を
変
え｣

た
と
の
記
述
が
あ
る

(
栗

原
東
洋

｢

電
力
産
業
の
展
開
過
程｣

栗
原
東
洋
編

『

現
代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅲ

電
力』

現
代
日
本
産
業
発
達
史
研
究
会
、
一
九
六
四
年
、
一
〇
八
頁)

。

(

３)

こ
こ
で
言
う

｢

対
立
関
係｣

と
は
、
福
沢
桃
介

(

名
古
屋
電
灯)

が
後
援
す
る
政
友

会
と
名
古
屋
財
界
の
支
持
す
る
憲
政
会
の
間
に
生
じ
た
も
の
を
指
す
。
詳
細
は
、
橋
本

寿
朗

｢『

五
大
電
力』

体
制
の
成
立
と
電
力
市
場
の
展
開�

｣
『

電
気
通
信
大
学
報』

第

二
七
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
年
、
の
ち
に
橋
本
寿
朗

『

戦
間
期
の
産
業
発
展
と
産
業
組

織
Ⅱ

重
化
学
工
業
化
と
独
占』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
第
二
章

(

六

四
�
六
五
頁)

に
所
収
、
を
参
照
。

(

４)

橘
川
武
郎

｢

松
永
安
左
エ
門
と
福
沢
桃
介

二
人
の
電
力
業
経
営
者
の
比
較

｣

『

青
山
経
営
論
集』

第
二
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
二
年
、
の
ち
に
橘
川
武
郎

『

日
本
電

力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
エ
門』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
第
五
章
第
二

節
に
所
収
。
渡
哲
郎
は
、
地
域
的
独
占
の
再
確
立
と
小
売
電
力
企
業
の

｢

本
格
的
独
占

体
へ
の
転
化
過
程｣

を
論
じ
る
に
際
し
、
名
古
屋
電
灯
が
、
供
給
区
域
の
拡
大
を
狙
っ

て
、
い
く
つ
か
の
企
業
を
合
併
し
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
な
ぜ
か
関
西
水
力
電
気
と
の

合
併
に
は
言
及
が
な
い

(

渡
哲
郎

｢

わ
が
国
に
お
け
る
電
力
独
占
体
の
形
成

名
古

屋
電
灯
・
東
邦
電
力
の
場
合

｣
『

経
済
論
叢』

(

京
都
大
学)

第
一
二
七
巻
第
六
号
、

一
九
八
一
年
、
の
ち
に
渡
哲
郎

『

戦
前
期
の
わ
が
国
電
力
独
占
体』

晃
光
書
房
、
一
九

九
六
年
、
第
一
章
に
所
収)

。

(

５)

梅
本
哲
世

｢

大
阪
電
灯
の
展
開
過
程
と
公
営
化｣

『

大
阪
市
大
論
集』

第
四
一
号
、

一
九
八
二
年
、
梅
本
哲
世

｢

電
気
事
業
報
償
契
約
に
つ
い
て
の
一
考
察｣

『

経
営
研
究』

(

大
阪
市
立
大
学)

第
三
四
巻
第
一
号
、
一
九
八
三
年
、
の
ち
に
梅
本
哲
世

『

戦
前
期

日
本
資
本
主
義
と
電
力』

八
朔
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
一
章
、
第
二
章
に
所
収
。
な
お
、

大
阪
瓦
斯
や
大
阪
電
灯
な
ど
の
報
償
契
約
に
つ
い
て
は
、
高
寄
昇
三

『

近
代
日
本
公
営

交
通
成
立
史』

日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年

(

第
一
章
第
三
節)

で
も
考
察
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。

(

６)

橋
本
寿
朗

『

戦
間
期
の
産
業
発
展
と
産
業
組
織
Ⅱ』

、
六
四
頁
。

(

７)

橘
川
武
郎

『

日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
エ
門』

、
三
〇
七
�
三
〇
八
頁
。

(

８)

こ
れ
ら
の
報
償
契
約
に
関
し
て
は
、
梅
本
哲
世

『

戦
前
期
日
本
資
本
主
義
と
電
力』

、

第
一
章
、
第
二
章
に
詳
し
い
。

(
９)

｢

小
山
松
寿
氏
提
出
ノ
名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
及
名
古
屋
電
気
鉄
道
株
式
會
社
ニ
對

ス
ル
報
償
契
約
ヲ
提
出
ス
ベ
キ
建
議
案
提
出
ニ
関
ス
ル
市
會
議
事
概
要｣

『

本
市
対
東

邦
電
力

(

株)

電
気
報
償
契
約
沿
革』

一
九
三
二
年
、
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ

｢

建
議
案

提
出
ニ
関
ス
ル
市
會
議
事
概
要｣

、『

電
気
報
償
契
約
沿
革』

と
略
す
。

(

10)

名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
史
編
纂
員

『

稿
本
名
古
屋
電
灯
社
史』

(

未
刊
行)

、
一
九
二

七
年
、
一
三
五
頁
。
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(
11)

｢

建
議
案
提
出
ニ
関
ス
ル
市
會
議
事
概
要｣

。

(

12)
以
下
、
条
文
に
つ
い
て
は
、
東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会

『

東
邦
電
力
史』

東
邦
電
力

史
刊
行
会
、
一
九
六
二
年
、
二
七
�
二
九
頁
を
参
照
し
た
。

(

13)

純
益
金
は
、
総
益
金
か
ら
総
損
金
と
法
廷
積
立
金
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法

廷
積
立
金
が
資
本
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
準
備
金
を
含
む
場
合
は
、
そ
の
控
除
を
停

止
す
る
と
し
た
。
な
お
、
一
九
〇
六
年
に
四
％
か
ら
五
％
へ
の
比
率
の
引
上
げ
が
実
施

さ
れ
た

(

東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会

『

東
邦
電
力
史』

、
二
九
頁)

。

(

14)

そ
の
際
の
論
点
は
、｢

電
力
會
社
ガ
營
業
ヲ
始
メ
タ
場
合
ハ
百
分
ノ
四
ヲ
二
半
ニ
ス

ル
ノ
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
テ
ア
ル
カ｣
と
い
う
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
社
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
競
争
を
排
除
し
、
電
気
事
業
を
占
有
さ
せ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う

意
見
で
あ
っ
た

(｢

建
議
案
提
出
ニ
関
ス
ル
市
會
議
事
概
要｣)

。

(

15)

さ
ら
に
、
名
古
屋
電
灯
が
改
訂
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、｢

寧
ろ
不
完
全
な
る
報
償

契
約
は
此
際
に
於
て
破
棄
す
べ
し｣

と
論
じ
た

(｢
名
電
灯
報
償
問
題｣

『

大
阪
朝
日
新

聞』

一
九
一
八
年
三
月
二
日)

。
な
お
、
名
古
屋
電
灯
は
当
初
、
報
償
契
約
に
関
し
て

無
効
説
を
唱
え
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
頃
に
は
態
度
を
そ
の
改
訂
に
軟
化
さ
せ
て
い

た
と
い
う
。
た
だ
、
改
訂
の
内
容
は
不
明
で
あ
る

(｢

報
償
契
約
問
題
と
会
社
側
の
態

度
一
変｣

『

大
阪
朝
日
新
聞』

一
九
二
〇
年
四
月
九
日)

。

(

16)
｢

大
正
九
年
第
三
十
三
號
議
案

(

大
正
九
年
二
月
二
十
一
日
可
決)

名
古
屋
電
燈
株

式
會
社
ニ
一
宮
電
気
株
式
會
社
合
併
承
認
ノ
件｣

、｢

大
正
九
年
第
百
五
十
七
號
議
案

(

大
正
九
年
十
二
月
二
十
三
日
可
決)

名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
ニ
岐
阜
電
気
株
式
會
社

合
併
承
認
ノ
件｣

、｢

第
三
十
号
議
案

(

大
正
十
年
二
月
五
日
可
決)

名
古
屋
電
燈
株
式

會
社
ニ
豊
橋
電
気
株
式
會
社
合
併
承
認
ノ
件｣

、｢

大
正
十
年
第
七
十
五
號
議
案

(

大
正

十
年
七
月
九
日
可
決)

名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
ニ
板
取
川
電
気
株
式
會
社
始
メ
三
會
社

合
併
承
認
ノ
件｣

『

電
気
報
償
契
約
沿
革』

。

(

17)

な
お
、
こ
の

｢

説
明
書｣

に
は
、
関
西
水
力
電
気
に
つ
い
て
も
言
及
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
次
節
で
取
り
上
げ
る

(｢

説
明
書

(

写)｣
『

名
古
屋
電
灯
・
電
鉄
・
瓦
斯
株
式
会

社
に
関
す
る
書
類

(

二
分
冊
の
二)』

、
以
下
で
は
、『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

と
略
す)

。

(

18)
｢

計
算
書｣
『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

。

(

19)
｢

名
古
屋
電
燈
の
前
途｣

『

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド』

一
九
二
一
年
一
月
一
一
日
号
。

(

20)
｢

関
西
電
気
の
内
容｣

『

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド』

一
九
二
二
年
四
月
一
日
号
。

(

21)
｢

東
邦
電
力
の
発
展｣

『

東
洋
経
済
新
報』

一
九
二
三
年
九
月
一
日
号
。

(

22)

収
益
還
元
方
式
は
、
①
将
来
の
予
想
利
益
を
資
本
還
元
率
で
除
し
て
収
益
還
元
価
値

(

企
業
価
値)

を
算
出
し
、
②
こ
の
収
益
還
元
価
値
を
発
行
済
株
式
数
で
除
し
て
算
出

し
た
一
株
当
た
り
株
式
評
価
額
か
ら
合
併
比
率
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
。
株
価
に
基
づ

く
算
出
方
法
と
し
て
は
株
式
市
価
方
式
な
ど
が
あ
る
が
、
被
合
併
企
業
の
株
価
デ
ー
タ

が
ほ
と
ん
ど
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
行
っ
て
い
な
い
。
合
併
比
率
の
算
出
方
法
に
つ

い
て
は
、
若
杉
明

｢

合
併
・
買
収
と
企
業
評
価｣

『

会
計』

第
一
三
六
巻
第
四
号
、
一

九
八
九
年
な
ど
を
参
照
。

(

23)

利
益
金
は
、
減
価
償
却
費
と
役
員
賞
与
金
を
含
ん
だ
数
値
を
用
い
た
。
な
お
、『

電

気
事
業
要
覧』

を
用
い
た
場
合
、
デ
ー
タ
は
一
九
一
九
年
度
の
も
の
と
な
り
、
企
業
に

よ
っ
て
は
前
々
年
の
数
値
を
使
う
し
か
な
か
っ
た
。

(

24)
『

営
業
報
告
書』

の
利
用
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
名
古
屋
電
灯
、
岐
阜
電
気
、
豊

橋
電
気
、
関
西
水
力
電
気

(

後
述)

の
四
社
で
あ
る
。

(

25)

一
宮
電
気
に
対
し
て
は
、
名
古
屋
電
灯
の
全
額
払
込
済
株
式
株
と
現
金
二
〇
万
円
、

さ
ら
に

｢

解
散
費｣

と
し
て
二
万
円
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
一
日
以
降
の

｢

利
益
ノ
賠

償｣

と
し
て
三
万
円
を
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

(

名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
・
一
宮
電

気
株
式
会
社

｢

合
併
仮
契
約
書｣

一
九
一
九
年
一
二
月
三
日

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る

書
類』)

。
し
た
が
っ
て
、
名
古
屋
電
灯
に
著
し
く
有
利
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え

な
い
。

(

26)
名
古
屋
電
灯
は
、
熱
田
火
力
発
電
所

(

出
力
七
〇
〇
〇
��)

を
水
力
系
の
渇
水
時
に

お
け
る
補
給
電
源
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
大
同
電
力
か
ら
常
時
一
万
八
六
〇
〇

��

の
受
電
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
受
電
地
点
は
大
同
電
力
の
六
郷
と
瑞
穂
の
両
変
電

所
で
あ
っ
た

(
中
村
宏
編

『

東
邦
電
力
技
術
史』

東
邦
電
力
株
式
会
社
、
一
九
四
二
年
、
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五
頁)

。

(

27)
荻
野
変
電
所
か
ら
は
更
に
六
〇
��
送
電
線
に
よ
り
三
重
県
北
部
の
富
田
変
電
所
に
電

力
を
供
給
し
て
い
た

(

中
村
宏
編

『

東
邦
電
力
技
術
史』

、
五
頁)

。

(

28)

名
古
屋
電
灯
株
式
会
社

『

営
業
報
告
書』

一
九
一
九
年
一
一
月
期
・
一
九
二
一
年
五

月
期
。

(

29)

そ
の
う
ち
一
宮
電
気
は
、
発
電
設
備
を
持
た
ず
、
供
給
力
は
そ
の
す
べ
て
を
名
古
屋

電
灯
に
依
存
し
て
い
た

(
逓
信
省
電
気
局

『

電
気
事
業
要
覧』

一
九
二
〇
年
版
・
一
九

二
一
年
版)

。

(

30)

東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会

『

東
邦
電
力
史』

、
三
八
�
三
九
頁
。

(

31)

福
沢
桃
介
の
電
力
業
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
橘
川
武
郎

『

日
本
電
力
業
の
発

展
と
松
永
安
左
エ
門』

、
第
五
章
第
二
節
を
参
照
。

(

32)

な
お
、
名
古
屋
電
灯
は
一
九
二
一
年
末
頃
か
ら
、
岐
阜
方
面
の
需
要
増
に
対
応
す
る

べ
く
配
電
電
圧
を
二
〇
〇
〇
Ｖ
か
ら
三
〇
〇
〇
Ｖ
に
変
更
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
る

(

中
村
宏
編

『

東
邦
電
力
技
術
史』

、
五
三
�
五
五
頁)

。

(

33)

中
村
宏
編

『

東
邦
電
力
技
術
史』

、
五
五
�
五
六
頁
。

(

34)

名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
福
沢
桃
介

(

名
古
屋
市
長
・
佐
藤
考
三
郎
宛)

｢

承
認
願｣

一
九
二
一
年
四
月
三
〇
日
に
添
付
の

｢

合
併
仮
契
約
書｣

『
電
気
報
償
契
約

沿
革』

。
こ
の
史
料
は
、『

東
邦
電
力
史』
(

八
三
�
八
五
頁)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

35)
｢

名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
ト
関
西
水
力
電
氣
株
式
會
社
ノ
合
併
承
認
ノ
件｣

一
九
二

一
年
六
月
八
日
に
添
付
の

｢

調
書｣

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

。

(

36)

同
史
料
。

(

37)

名
古
屋
電
灯
株
式
会
社
・
取
締
役
社
長

福
沢
桃
介

(

名
古
屋
市
長
・
大
喜
多
寅
之

助
宛)

｢

大
正
拾
年
七
月
貳
拾
壹
日
附
御
照
會
ノ
件
囘
答｣

一
九
二
一
年
八
月
一
二
日

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

。

(

38)

同
史
料
。

(

39)

以
下
の
議
論
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り

｢

大
正
十
年
第
百
二
十
八
號
議
案

名
古

屋
電
燈
株
式
會
社
ト
関
西
電
氣
株
式
會
社
合
併
承
認
ノ
件
ニ
関
ス
ル
市
会
議
事
概
要｣

一
九
二
一
年
九
月
二
〇
日

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

(

以
下
で
は

｢

合
併
承
認

ノ
件
ニ
関
ス
ル
市
会
議
事
概
要｣

と
略
す)

を
参
照
し
た
。

(

40)
｢

合
併
承
認
ノ
件
ニ
関
ス
ル
市
会
議
事
概
要｣

の
磯
貝
浩
の
発
言
を
一
部
抜
粋
。

(

41)
｢

合
併
承
認
ノ
件
ニ
関
ス
ル
市
会
議
事
概
要｣

。

(

42)
｢

関
西
電
気
株
式
会
社
ト
名
古
屋
電
灯
ト
ノ
合
併
ニ
関
ス
ル
委
員
会
報
告｣

『

名
古
屋

電
灯
に
関
す
る
書
類』

。
以
下
、｢

委
員
会
報
告｣

と
略
す
。

(

43)
『

東
邦
電
力
史』

、
八
二
頁
。
同
様
の
内
容
は
、『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

の

｢

委
員
会
修
正
意
見｣

に
も
見
出
せ
る
。

(

44)

た
だ
、｢

年
ヲ
経
マ
シ
テ
忘
レ
ル
コ
ト
ガ
ナ
イ
ト
モ
謂
ハ
レ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
後
日
ノ
為

ニ

(

速
記
録
に
＝
引
用
者)

明
記
シ
テ
置
キ
タ
イ｣

と
の
意
見
も
あ
っ
た

(｢

委
員
会

報
告｣)

。

(

45)
『

東
邦
電
力
史』

、
三
七
�
三
八
頁
。

(

46)
｢

委
員
会
報
告｣

。

(

47)

名
古
屋
電
灯
と
関
西
水
力
電
気
の
合
併
後
、
社
名
は
一
九
二
一
年
一
〇
月
一
八
日
に

関
西
電
気
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

(

48)

関
西
電
気
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
伊
丹
彌
太
郎

(

名
古
屋
市
長
代
理
、
名
古
屋
市

助
役
・
山
崎
林
太
郎
宛)

｢

御
伺｣

一
九
二
二
年
二
月

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類』

。

(

49)

市
長
代
理

(

関
西
電
気
株
式
会
社
取
締
役
社
長
宛)

｢

回
答｣

一
九
二
二
年
三
月
三

〇
日

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類)』

。

(

50)

関
西
電
気
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
伊
丹
彌
太
郎

(

名
古
屋
市
長
・
川
崎
卓
吉
宛)

｢

名
古
屋
電
燈
株
式
會
社
ト
関
西
水
力
電
氣
株
式
會
社
ト
ノ
合
併
ニ
関
ス
ル
承
認
條
件

ノ
意
義
ニ
關
シ
御
囘
答｣

一
九
二
二
年
五
月
一
九
日

『

名
古
屋
電
灯
に
関
す
る
書
類)』

。

(
51)

｢

関
西
電
気
の
内
容｣

『

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド』

一
九
二
二
年
四
月
一
日
号
。

(

52)
東
邦
電
力
史
編
纂
委
員
会

『

東
邦
電
力
史』

、
七
頁
。

(

53)

収
益
性
が
、
Ｍ
＆
Ａ
以
外
の
事
業
活
動
や
そ
の
背
景
に
あ
る
経
営
環
境
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

(

54)

橘
川
武
郎

『
日
本
電
力
業
の
発
展
と
松
永
安
左
エ
門』

、
三
〇
六
�
三
〇
七
頁
。
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(
55)

東
邦
電
力
株
式
会
社
・
中
部
電
力
株
式
会
社(

鉄
道
大
臣
・
伍
堂
卓
雄
、
内
務
大
臣
・

河
原
田
稼
吉
宛)

｢

会
社
合
併
認
可
申
請
書｣

一
九
三
七
年
五
月
三
一
日
に
添
付
の

｢

合
併
ノ
事
由
及
合
併
方
法
並
ニ
条
件｣

と

｢

合
併
比
率
算
定
ノ
基
礎
ニ
關
ス
ル
説
明

書｣
『

第
一
門

監
督

第
一
種

四
、
軌
道

イ
、
特
許

東
邦
電
力』

鉄
道
省
文

書

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵)

。
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